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は
羅
馬
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I

歎
る
味
方
崖
殺
ず
る
が
爲
め
k
:テ
，ッ
サ
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：

ア
：：

の
愦
I

麦

利

用

せ

ん

と
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る

も

め
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し
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マ 

ヶ
f

T
最
後
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ペ
ル
セ
ヶ
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^
を
1兀
卷
院
に
吿
訴
せ
り
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^
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‘
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i
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1
0
6
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紀
ー
兀
前
第
三
世
紀
の.蒙

.に
於
い
.て
.顯
著
f

進
歩
を
遂
げ
た
る
希
職
は
、
.半
ば
義
生
活
の
中
心
：が
東
方
に
移
れ
る
が
爲
め
に
、 

半
ば
各
市
-

內̂
に
於
け
る
社
會
的
紛
擾
の
結
果
と
し
て
、
此
.の
世
紀S

終
末
及
'び
次
世
紀
.

H

於
い
て
は
次
第
に.震

を

失

ひ

、
衰
弱
の 

度
を
加
へ
つ
ふ
か
り
し
な
：り
。
而
し
て
斯
く
o
如
き
社
會
的
擾
亂
ょ
り
免
れ
得
た
：る
も
の
は
獨
り
雅
典
ぁ
り
し
の
み
。
丽
も
彼
れ
等
の 

张
國
は
空
し
く
昔
日'

Q.

夢
と
.化
し
て
、
今
や
羅
馬
の
世
界
的
窗
化
は
着
々.と
し
て
其
の
.步
を
進
め
ん
と
し
つ
、
あ
る
な
り

O

.——

：.佛蘭西資本主義起源考

.

一

•

■

-

下

甶

 

馎

中
世
宋
期
、'
近
1«
:
始
期
の
最
大
現
象
は
、
人
格
上
の
隸
從
關
係
及
び
支
配
關
係
に
甚
礎
を
置
ぐ
土
地
所
衔
.の
權
ヵ
と
、
貨
幣
の
非
人 

格
的
權
カ
と
の
翻
立
に
甶
る
。「

領
主
な
き
土
他
は
な
く」

(Nulle 

terre 

sans 

&̂.
$
2
3
:

)

、「

金
錢
に
主
人
な
し
し(

L
p
r
g
e
n
t

»
a pas 

d
e

目
芝
令
佛
镏
西
に
於
け
る
此
の
ニ
つ
の
‘諭
は
、
即

.^
>
、
.敍
上
.の
對
党
を
明
瞭
：に
表
現
し
'て
餘
邀
な
し
。.
c

i併
し
乍
ら
、
士
地
財 

產
に
倚
據
せ
る
封
勉
領
中
：.の
勢
力
と
、
貨
幣
財
產
に
依
賴
す
る
■新
興
市
民
，の
勢
力
と
の
#
立
、
_
爭
及
び
後
者
に
依
る
前
客
の
破
壊
.は
、 

各
國
に
於

.

.い
，て
必
ず
し
も
同
糠
に
行
は
れ
た
ど
は
一
：

K

ひ
雜
：

$
。

少
く
と
も
、.
.英
佛
M
國
を
採
つ
て
觀
る
に
、
吾
々
は
其
處
に
可
成
の
差 

違
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。 

：
:■
:

.

,:
.■;
: 

’：
:

,

.

ハ1
>っ
力
1

ル•
>
:

ル
：ク
ス
、
資
本
論
、.蔼
舄
素
之
镙
ノ
第
一
卷
第

V

1
:七
.其
、
：註
一
參
喝
、
.

所

謂r

市
民
的
封
建
制
度」

(
s
o
d
a
l

 

b
i
g
e
o

ぼ)

が
：

r

貴
族
的
對
建
制
度̂

(
々

0
遂

爷
！ 1各

16)

の
傍
に
.

立
せ
ら
れ
、

(

2〕

次 

第
苽
後
蕃
に
取
り
て
替
は
り
、
而
七
て
淇
の
邂
濟
唑
旗
* ©
聽

規

姻

者

と

し
.て
廣
次
#

地
域
必
上
太
:«
設
：せ
'ら
机
灰
る
大
國
家——

集

新
マ
.

r

-'*
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ズ
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)

猶的民族國家

I

を
要
求
し
、
S

斯
く
て
封
建
國
家
よ
り
近
代
國
家
へ
.
.の.革
命
を
見
る
に
至
れ
る
時
、英
國
に
於
い
て
は
望
勢
力 

の
比
較
的
强
匿
封
建
制
度
の
樹
立
せ
ら
れ
て
居
つ
た
た
め
に
、.
3

，早

く

よ

り

、
"
.封
建
雷
の
勢
力
を
掣
肘
し
、

®

 

Q

戰
禍
を
免 

れ
し
め
、
.國
民
的
銃
一
の
党
成
を
容
易
な
ら
し
め
.た
の
.で
あ
る
。
.
3
.英
國
封
建
制
度
の
此
の
偫
質
は
、
國
王
と
相
亙
依
布
の
關
係
に 

进
る
市
風
階
級
の
成
育
に
取
り
誠
に
好
き
溫
床
で
あ
つ
た
と
宕
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
も
、
初
め
王
權
の
庇
謹
に
依
り
興
隆
を
來
せ
る

市 

民
の
手
に
富
が
蓄
積
せ
ら
れ
、
彼
等
の
勢
力
の
增
大
を
來
七
、
從
.つ
，
て

政

治

的

支

配

勢

カ

と

し

て

.の

地

位

-'
|

:

要
求
す
る
に
茧
れ
る
時
、 

か
の「

光
輝
赫
々
た
る
革
命」
は
、
.ォ

レ

シ
デ
公
ゥ
4

リ
ア
ム
コ
ー

.
世
と

共
に
、
ま
た
地
主
的
並
び
に
，資
本
家
的
貨
殖
家
を

も
、
吏

配
客
た 

る
地
位
に
即
か
し
め
た
。
3

尊
制
王
檄
は
撤
廢
せ
ら
れ
、
議
會
は
赍
本
家
階
級
：

の
. ：

直
接
.支
配
下
に
.置
か
る
、
に
至
つ
た
。
產
業
及
び 

勞
働
齟
織
に
對
す
名
國
家
監
督
は
除
去
せ
ら
れ
た
。
賃
銀
決
定
、
徒
弟
制
度
及
びH

場
主
の
勞
働
衆
雇
傭
義
務
に
關
す
る
法
規
は
愈
々
、
 

廢
滅

:u
た
。
5
-J
.斯
く
て
：資
本
家
階
級
の
私
利
遥
及
の
自
由
は
保
障
せ
ら
れ
た
？
而
し
て
就
中
長
く
英
國
が
依
據
す
可
き
商
業
政
策
が 

商
人
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
に
依
つ
.て
確
立
せ
ら
れ
、
彼
等
に
依
る
資
本
蓄
積
は
鑛
て
產
業
革
命
の
到
來
を
必
然
に
し
て
必
要
た
ら

し
め
た
の
で

あ
る
。
勿
論
、
鑑

初

盟

於

け

る

英

_

外

讓

の

麗

、
商
人
ブ
ル
ー
て

ヮ
に

依

る

資

本

讓
の
陰
に
、

血
と
火Q

文
字
を
以
て

人
類
の
記
錄
に
書
き
込
ま
れ
た
農
挞
の
土
地
收
奪
の
，歷
皮
1)

あ
る
を
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
。
蓋
し
、
要
す
る
に
、資
本
關
係
を
造
り
出 

す
所
の
行
程
は
、勞
働
渚
を
勞
働
條
件
か
ら
分
離
せ
し
め
る
所
の
行
程
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
得
な
い
o
セ

あ

り

英

國

商

業

資 

本
蓄
檢
行
程
は
、即
ち
、生
產
#
を
生
產
機
關
よ
り
分
離
せ
し
め
る
歷
史
的
の
行
程
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
併
し
、
英
國
資
本
家
皆 

級
自
身
の
發
展
に
關
す
る
限
り
、其
れ
は
極
め
て
自
然
的
發
展
か
遂
げ
た
と
茇
つ
て
差
支
^-
い
°
否
な
寧
ろ「

ィ
ギ
リ
ス
の
ブ
ル
ヂ
ォ
ァ 

は
己
れ
自
身
の
羽
益
の
た
め
に
行
動
す
る
こ
と
を
毫
も
誤
ら
な
か
つ
た
/
10
}
と
一
其
ふ
方
が
適
當
で
あ
ら
ぅ
。怫
蘭
西
の
場
合
は
如
句
。 

C2) 

R
B
6
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o-nnard, Histoire des Doctrines 

ぬ conomiques, 

Platon .
少 Q

i
n
a
y
,

 1924, p. 
%

f
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所
，̂「

节
民
^
泠
建
沭
度

と
は
.ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
的
地
方
殳
_
、「

貴
族
的
封
錐
制
度
し
と
は
封
建
領
生
の
領
域
的
地
方
分
雛
即
ち
本
來
の
封
述
制
度
を
指
す
。
你
、
油 

,稿
、•
プ
■ィ
ジ
ォ
ク
ラ
ァ
ト
以
前
の
爾
農
思
想
、
本
誌
、
第
ニ
十
七
卷
第
四
號
、
昭
和
八
年
四
月
號
、
第
九
八
贯
參
照
0 

■
^)

1加
田
哲
ニ
、■.
.■近
代
唯
物
的
社
會
觀
の
發
展
、
.第
四
五
平
.第
四
六
頁
。」

;-
:
-';
^

公

〕

©
村
兼
太
郞
、(V

ギ
リ
ス
經
濟
史
、
經
濟
學
全
集
、
改
造
社
版
、
$

ー
十
九
卷
：、
第
五
五
1€—

第
五
六
頁
。
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野
村
嫌
太
郞
、
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.英
國
資
本
主
義
成
立
史
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第
九
八
頁
一
^

1〇
〇
頁
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マ
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マ
ル
ク
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资
本
論
、
高
晶
譯
、
第
ー
卷
第
ニ
册
、
第
七
.
.ー0
贾
:°
:

:
.

(

9〕

同
上
、
第
七
0
九
莨
。

バ 

；
 

：

.-
■
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.

:
ノ(

10)

.
同
上
、
，第
七一. 八

頁
':
0

:：:

:

.
:
こ
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' 
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英
國
射
建
制
度
が
集
權
的
な
る
に
反
.し
、
.佛
蘭
西
封
建
.制
度
は
分
權
的
で
あ
っ
た
。
#
f{
主
は
其
の
領
地
に
君
臨
し
、
新
興
各
都
市 

は
一
國
と
し
て
自
治
し
夂
。
;#
都
ホ
;!
/
至
各
領
地
の
.住
民
は
互
に
異
國
人
と
.看
做
さ
れ
、
.其
の
商
品
移
入
の
:#
^
:
.
を

持

，っ
に
は
特
別
の 

許

可

を

耍

.し

た;'
0
都
市
及
び
領
主
..は
彼
等
の
間
で
媾
和
乃
.至
通
商
條
約
を
締
結
し
た
0
,各
領
地
、各
郤
市
は
自
3
.の
法
廷
、財
政
、軍
隊
、 

關
税
及
び
完
全
な
政
治
を
宿
し
た
け
れ
ど
も
此
の
政
治
は
其
の
領
地
.乃
至
都
市
の
內
部
に
限
り
行
は
れ
た
'0
故
に
全
國
に
共
通
な
政
治 

な
く
、
8

國
民
な
ベ
、
否
な
國
家
だ
に
存
せ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
o 

8
だ
が
、
J

1
、：其
れ
は「

封
建
的
無
政
府
J
i,呼
ば

る

べ

き 

名
の
で
は
な
い
。
唯
銃」

的I

般
的
政
府
が
無
い
起
で
あ
る
。
分
散
的
政
府
は
存
し
た
。
然
も
頗
る
眾
固
に
.確
立
_せ
ら
れ
て
.居
っ
た
。

即
ち
、
其
れ
は
、
諸
小
都
市
に
分
離
し
.て
生
活
せ
る
、
古
代
希
諷
の
M
織

に

顧

似

：せ
，る
も
.の
：で
あ
，
っ
た
。

§

元

來

封

建

が
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縣

に

對
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で
あ

.

有̂

^

^

平.
帮
者

ず

天

；下
％

^

一
 

し
、
、
典

の
.

乎

弟̂

は
功.
臣
、を

各

地

，に
；分

封

し

て

、

t

a

を

建

り

る

と

去

ふ

義

8

 

_

で
あ.
る
、f

す

れ

ば

、

〔

入

的

關

係
6

い
I

s

關
係
に
於
い
て
も
、
上
下
.

S

Q

對
偶
關
係
I

き
、

f

此
の
關
係
は
1

 

に
向
メ
に
從
つ
て
汾
也
し
て
典
の
數
を
趟̂

、
.
.全
耀
と
し
.

て
見
る
.

诗

は

傭

謂

ピ

，
ラ
：
、
、

>

.ッ

ド

的

構

造

を

然

も

、

此

の

際

、

15

名 

§

務
が.
嗰

'々

の
對
偶
に
於
い
.：て
の
一
み
要
求
せ
ら
れ
、

.

陪

臣

誉

も

ゆ

は
_

の

堇

に

；
對

し

.

て
の
み|

負

ふ

も

最

高

の

望

た

，る 

.

王

に#

し

て

は

之

を

嚷

は

ぬ

:/
|

即
ち
原
則
そ
て
臣
下
の
割
據
獨
立
が
邊
る
、
場
合
が
政
治
的
構
造
と
し
て
の
封
麗
度
の
_

•

想
巩
型
で
：
遺^

广
I

よ
り
す
軋
.

ば
、.

怫

锧

西

封

建

制

度

.

は
、

誠

に

典

型

的

に

且

.
つ

頗

る

謹

に

確

立

せ

ら

れ

て

居

つ

た

と

云

ひ

得 

る
0

:r
>

漩

つ

で'
'

與
れ
丈
に
、
ー
都
沛
ブ
ル
ミ
ヮ
と
國
看
の
締
母
に
僻
る
、
封
建
貴
族
の
抑
®

I

大
體
.歷

史

的

共

通

現

象

で

あ

る 

I

は

勸
•

西
S

い
て
著
し
べ
激
烈
に
行
は
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
置
十
四
世
登
極
當
時
に
於
い
て
尙
、
政
權
が
暫
く
女
皇
ォ
丨
. 

ス
ト
”

，ャQ

ア
ン(

A

I

)

の
.手
に
委
ね
ら
れ
た
る
時
に
當
り
、
史
上
に
名
高
き
貴
族
的
フ
ロ
ン
ド(

F
i
e
)

黨
の
叛
亂
を
見
た
寧
は
、
 

如
何
$

族

Q

赛
篇
强
ベ
且
つ
.

领
强
で
あ
り
、
翁
，^

的

西

爲

I..

が
困
難
で
あ
つ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。佛

蘭

西1

 

險
家』

設
とi

j
£
.

時

に

又

賣

經

濟

逮

設

が

實

に

#
端

在

^
は

^

た
、
茶
な
行
は
れ
ね
ば
な̂

0

な
か
つ
た
所
以
は
即
ち
兹
运
る
。
而
し 

て
マ
1

ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
は
近
代
國
家
建
設
と
同
時
に
又
國
鐘
濟
建
設
：馨
.

：論
論
及
び
政
策
で
|

0

 

8

寒

，M

气「

マ
1

力 

ン
チ
リ
ス
A

の
_

民
的
姐
質
と̂

ふ
こ
と
は
、
そQ

代
辯
者
た
ち
の
.

ロ
舌
.Q

上
.
.に
の
み
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
0

彼
等
は
國
民
の
富
と

陵
家
ゾ
資
瓦
ま
.

道
せ
し
め
.
f

l

s

ロ
•

■

下
C

、
露

Q
き

ろ
5

家
階
級
の
利
益
奋

Q

讓

一

般
I

國
家
の
終
眢

的
な
り
と
し
、
舊
來
.

の
超
世
的
國
家
に
對
し
て
ブ
ル
'

チ
ォ
ア
的
社
#

の
確
立
を
宣
揚
し
たo

が
、
同
時
に
ま
た
、
彼
等
は
、
資
本
及
び

资
木
家
階
級
の
利
益
の
it

進
が
、
資
本
制
坐
產
の
發
達
が
、
近
世
社
會
に
於
け
る
賣
的
權
カ
及
び
國
民
的
優
越
の
潘
糜
と
な
っ
ヒ
こ 

.士
を
も
意
識
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
O
J
C18)

.

a)

之
に
反
し
、
英
國
に
於
い
て
は
各
領
土
又
は
时
土
に
於
け
る
法
#
で
は
な
く
、
英
國
全
膛
の
共
通
の
法
律
が
存
在
し
て
ゐ
た
の
み
で
あ 

:

る
。(

膝
种
雞
太
郞
、
ィ
ギ
リ
ス
經
濟
史
、
前
揭
經
濟
學
全
集
、
第
五
五
|
£
0。

(

12) 

cnarl'

s'seisno

cr'
o
s
,

^
K
o
r
y

 of Medioeval 

P
O
J
a

Jviodernoivilijatlon,

r+
o

0̂

o
n
d of the 

seventeenth century,

H
p
y
s
, 

lation edited

.
 by.james, 

A
k
b
n

 

}
ag'
es, 1907, 

p. 

2
1
1
.

•
 

fi
:〕

Ibid., 

note 1.

ヾ

Q)

瀧
本
誠
ー
、
增
補
新
版
日
本
經
濟
钯
、
第

.五
贯
。

0

矢
ロ
孝
次
郞
‘
英
國
封
連
制
度
の
成
立
#
程
、
社
會
經
濟
史
.學
、
散
三
卷
银
三
號
、
昭
和
八
年
六
月
號
、
第

—
七
K
。
及

び
w

i

t

 

'
 
,
.

Tarboxlriech,'Essai.stir..I.a 

P
.
S
P
H
S

^'
1
9
o
.
rf
3
l
,
.
p
'
. 

3.0.3'.

以
下
參
照
。
‘

£2
>
:佛
蘭
.西
封
铿
制
度
が
何
故
に
鞏
固
に
.確
立
せ
ら
れ
た
か
に
就
い
て
ば
、
.前
揭
拙
稿
、
第
九
七
.頁
、
註
1
.九
參
敝
。
：

C17
し
.Gustav sch.mollerv D

a

trt.'.MerkantiJsystem. in seiner historiscKen': Bedeutpng, Jallrbucil'-f. 

Gesetz

ttqe

cru
n
g

'*,. verwaitung,. u. 

へ volkswirtschaft. 

loo
oo
4
> Bd.. VIII, 

s. .43-44,

:(

18

> 

T
ル
ク
ス
、
資
本
論
、
高
a ：
譯
、
第
三
卷
下
、
®i

三
五
頁
。

：

•

:

即
ち
、；
マ
ー
.

カ
ン
チ
リ
ズ
ム
と
近
代
资
本
主
義
と
は
其
の
期
を

一

に
し
て
發
坐
し
た
も
の
.で
.あ
：り
、
之
：を
別
個
に
考
へ
得
な
：い
の
で
. 

あ
る
？
從
.つ
て
、
佛
蘭
西
>
:丨
カ
ン
'チ
リ
デ
ム
が
、
，興
の
極
端
な
：近
代
國
家
及
び
國
民
經
濟
の
龜
設
fc
;
墨

し

，.■殊
に

其

の

.國

家

後

見 

及
び
于
渉
政
策
、
.
オ
：
ン
ゲ
ン.の
.所
謂
國
家
的
福
利
警
察
に
於S

て
、
亦
何
處
に
も
無
5
程
顯
著
故
.る
^
§
へ19
0
を
：示
し
た
こ
と

ば

、
、

同 

時
に
、
佛
蘭
西
の
商
業
、
_高
利
貸
附
資
本
生
義
即
ち
所
謂
初
期
：資
本
主
義
が
共
.の
形
成
發
達
0
太
：雪

極

.度
に「

國
家
呤
創
蓆
及
が
助
. 

成」

§

に
負
べ
る
を
意
味
す
る
も
：の
で
あ
る
？
勿
論
、
此
の
事
.は
、
程g

の
差
こ
そ
‘あ
れ
、：英
國
m
就

；
い
，
て

も

亦

武

ひ

银

る

事

で

あ

- 

る
:0
否
な
廣
べ
一:般
に
#
期

資

本

主

義

は

初

：め

其

の

形

成

を

^—

：_カ
4
チ
リ
.ズ
：ム
，保
雜
政
策
'に
負
へ
：：る
：も

の

で

あ

今

^

新
，
I
力
：ン
：
チ
分
ズ
十

 

'
ニ

！：#

 

C

1

SS'
-



新

7

1
チ
リ
V
A 

ニ

ニ

六(
2

1
0

國

の

资

本

翁

階

級

：が

.其
：の

經

濟

的

成

熟

と
^
に
早
く
：、,嘗
-で
彼

等

を

育.み
し

マ
1.
,
:カぃ̂
^
^
^
^
^

ズ
：ム

の

舊

殼

ぎ

蜩

脫

レ

て

自

由

;̂
太

茛
亡 

龄
り
"
て
た
る
に
反
し

、
0
0
0 
s
.
$
< 
f 

y 

 ̂A 

0

^

0

相
違
.が

翁

。
之
ば
、：

勿
論
、一

前
、
怫
蘭
西
の
'地
理
的
自
然
讓
境
、
.即
ち
、
.齒
英
國
と
嶷
り

'
外
敵
办
脅
威
f

、
，殊
に
、
マ 

.丨
ヵ
ン
チ
.
I

.ム
の
讓
的
嫉
妬
の
I

s

.に
立
楚
る
當
時
の
.國
際
的
對
立
0
屐
 

る

で
ぁ
&
ぅ 

力

f 

.

1か|

.:'
泡
靡
1

^

ル̂
度
の
.特
性
に
由
來
ず
る
と
#
ふ
可
き
で
>̂
.ら
_.ぅ
0
\那
ち
、
敍
上
'の
.如
き

、
...佛

蘭

西

封

建

如

度

の

極 

)i
c
の

分

故

忉.：
.具
の

對

内

的

陵

家

絲

，
一
の
至

.難
は
：、

「

そ

れ
_
身
ブ
ル
デ
、ォ
.ア
的
發
展
の
.ー
產
物
た
る
王
權」

§
:
を
し
て
、
當
然
、
一
方 

韭
^
,丨
^
ナ

仏

”
^
^
^
に
^
す
る
政
^
的
自
由
の
橄
度
の
抑
壓
と
同
時
に
他
方
個
人
即
ち
新
興
ブ
ル
ジ
ョ
ツ
ジ
ィ
の
經
濟
的
自
ぬ
の
適 

端
I

促
f

に
§

v

f
拍
車
蒸
ふ
る
の
：蓄
緩
め
得
ざ
ら
し
め
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
事
が
佛
蘭
四
資
本
主
義
の
形
成
を 

ヵ
们
に
.彩
'つ
た
ヵ
0
.
.
其
の
發
達
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
.し
た
か
0
其
れ
は
、
.窮
極
に
於
い
.て
、
茲
に
所
謂
新
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム 

(
l
\
e
?
m
e
r
c
a
l
s
m
e

¥ -
產
ぴ
る
至
る
が
、
此
の
新
.マ
V
力
ン
チ
リ
ズ
ぺ
の
出
現
が
叉
如
何
に
佛
蘭
西
資
本
主
義
の
成
立
に
反
作
用
を 

及
f

ノ
た
か
。
即
ち
兩
者
の
：關
係
鑫
討
し
以
て
其
處
に
佛
蘭
西
資
本
主
義
成
立
：過
程
の
特
異
性
を
發
見
せ
ん
と
す
る
の
が
本
稿
の
固 

的
で
ぁ
る
。
其
れ
は
佛
湖
四
資
本
主
義
成
立
史
硏
究
.の
糸
口
を
見
出
し
同
時
に
今
後
の
問
題
の
所
在
を
黎

ん

が

爲

の

雙

外
な
ら
太

い 

o
' 

‘ 

. 

.

(

19)

 

oncken, 

Geschicke der N
a
t

o-nalskcnomie, 

1902, S
.
151.

(

20) 

-
H
e
n
n

 

f
 M

b
d
e
m
.
c
a
p
s
s
m
.

 

Its 

o
r
f

 and 

E
V
C
I
l
n
,

 

.
 

T

i

l
 

by 

H
o
m
e
r

 

B. 

v
a
n
d
e
r
f

 

and 

0

8

1 F. 

D
s
i
o
v

 m
s
,

 pp. 15-16.

2)

泛
泛 Gcnnard'op. dt,, p. 90. 

. 

s

マ
ル
ク
ス
、
業

論

、
高

纛

、
第
一
卷
第
ニ
册
、
第
七
ニ
—莨
。

政
治
的
構
造
と
し
て
見
る
と
き
、
佛
蘭
西
封
建
制
度
が
理
想
典
型
で
.あ
る
こ
と
は
上
述
し
た
。
此
の
方
面
よ
り
見
れ
ば
、
メ
ィ
ト
ラ 

ン
ド
の
宕
ふ
如
く
、
英
國
封
建
制
度
は
本
來
の
封
建
化
の
過
程
に
或
る
制
限
が
加
へ
.ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
C23〕 

併
し
乍
ら
，
之
は
飽
く
迄
も
封
建
制
度
の
政
治
形
態
、
封
建
的
上
部
權
造
の
觀
察
に
載
く
場
合
で
あ
る
。
其
の
依
存
す
る
下
部
構
造
、

庇
園
制
度
を
形
成
す
る
も
の
が
一
の
土
地
經
濟
に
在
る
點
は
大
差
が
な
い
。
C24〕

即
ち
、
封
建
社
會
は
土
地
所
有
に
迤
く
識
場
社
會
で 

.，あ
る
。
其
れ
は
土
地
を
栽
本
と
し
、
農
業
を
生
産
の
中
心
と
し
て
立
て
る
社
會
で
あ
る
。
奴
隸
よ
り
自
由
な
る
農
奴
制
に
栽
き
保
護
、

納
貢
の
關
係
に
在
る
領
主
對
領
民
の
關
係
よ
り
成
立
す
る
0
而
し
て
社
會
的
勞
働
の
中
樞
乃
至
直
接
的
生
產
衮
た
る
農
民
殊
に
農
奴
は 

保
護
さ
れ
る
代
は
り
に
時
に
奴
隸
以
上
搾
取
の
對
象
と
な
っ
た
。
先
づ
、>:

常
の
赋
役
に
、
運
搬
と
耕
作
の
二
種
：あ
り
、
C25〕

更
に
後 

.者
に
附
屬
し
て
領
主
の
家
屋
敷
の
修
綠
維
持
の
義
務
勞
働
あ
り
、
§

其
の
他
水
車
賦
役(corv

s's de 

m

l)

も
あ
.っ
た
。
8

無 

論
、
.原
則
と
し
て
、
領
主
の
許
可
無
き
領
地
の
，脫
出
は
厳
禁
せ
ら
れ
、
斯
か
る
場
合
領
主
は
追
求
權
を
行
使
し
得
た
。
§

加
之
、
專 

斷
の
賦
役
は
尊
ら
農
奴
に
，課
せ
ら
れ
た
。
併
.し
乍
ら
、
次
第
に
、
敍
上
の
賦
役
は
習
慣
に
依
り
一
定
せ
ら
れ
、
其
の
行
は
る
べ
き
日
數 

も
決
宛
せ
ら
る
X
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ハ29〕

即
ち
、
‘彼
等
は
領
地
忆
勞
働
％
を
提
供
す
る
以
外
の
.日
は
、
興
め
占
有
地
で
、
自
己
の 

爲
に
、
自
己
の
計
算
に
於
.い
て
勞
働
し
、；
其
の
成
艰
を
自
己
の
物
と
し
て
：收
め
得
た
。
故
に
、
彼
等
.が
領
主
の
爲
に
す
る「

徭
双
罾
_ 

は
、
斯
く
し
て
固
宛
し
た
も
.の
と
な
り
、
習
慣
法
又
は
成
文
律
を
以
つ
て
法
律
的
に
調
節
さ
れ
た
一
の
不
變
量
と
な
つ
て
ゐ
る
。
然
る 

に
、
直
接
的
生
產
者
自
身
の
支
配
に
屬
す
る
殘
餘
の
週
日
數
に
於
け
る
生
產
カ
は
、
彼
れ
の
經
驗
が
進
む
に
っ
れ
て
、
彼
れ
の
心
の
內
. 

に
新
た
な
る
諸
欲
望
：が
生
じ
、：

彼
れ
の
生
産
物
の
市
場
が
擴
大
さ
れ
、彼
れ
に
こ
の
勞
働
カ
部
分
を
確
保
せ
し
む
る
保
證
が
大
と
な
り
、. 

此
.等
の
諸
察
情
が
彼
れ
の
勞
働
力
の
緊
張
を
高
め
し
め
る
刺
戟
と
な
る
に
.っ
れ
て
、
發
股
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
の
可
變
J:
で

あ

.
'
る

。
，

こ

.
れ

新
マ
1
カ
ン
チ
タ
，ス
A 

1

ニ

七

C
1

五1

九〕



f

!

.力

.
f

ズH

 

ニ
ー
 

ニ
.八
ベ

ー

：.五ニ

 

S

..
に
つ
い
て
は
ノ
斯
か
る
勞
働
ヵ
の
利
用
は
決
し
て
農
業
に

-の
み
局
限
せ「

ら
れ
る
も
の
.で
呔
な
く
、
農
村

'的
家
內
.工
業
を
も
包
含
す
る
も 

.の
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
：は
.な
ら
ぬ
：。
斯
く
し
て
、
或
る

.一
定
•の
經
：濟
的
發
達

.
'
:
.
•

の
.可
能
：が
Vこ
の
場
合
、與
ぺ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る」

o

C30)

:

(

23)

 

M

B.dand,. T
h
e

 constitutional 

History 

o
f 

E
n
g
l
a
n
d
,

 

1913, 

pp. 

161-164. 

:

.

s

併
し
、
蘩

尝

へ

ば

、
此
の
方•
€に
於
い
T

f
 

I

:
的
t

は

囊
2

る
。
■

論

く

が

醫
f

れ
て
ゐ
る
。(

F
. 

W
.

.Maitland, 

O
p
.

 
city p. 

1
5
6
0

怫
蘭
西
に
於
い
て
は
、

「

獨
立
の
地
虫
、.M

S
地C

A
U
e
p
x
)

の
所
街
者
は
、
大
华
消
滅
し
て
、
封
雄
社
會 

.

紐
織
に
組
人
れ
ら
れ
芳
く
は
下
層
の
地
位
に
沒
落
し
た

」
(Henri' S6e, 

E
s
q

s.sse 

d-une 

H
i
s
t
o
i
r
e

防co
n
o
m
i
q
u
e

 

et 

Sociale 

de 

la 

'
. 

f
多

f

の
f 

o

d

t

. 

j

l

E

a
 

l

e
 

m
o
l
e
,

 

1929, 

p. 

36.)

が
故
に
、r.

怫
國
に
於
て
は
渠
A

l

l
な
る
絕
對 

.

..
の
.裳
地
あ
つ
て
、
各
々
豪
族
の
占
據
す
る
所
と
な
り
し
も
S

Q
 土
地
は
黑
紀
ょ
り
段
々
に

F
e
u
d

即
ち
塗
と
變
じ
つX
あ
り 

た
る
に
掏
ら
ず
、
尙
大
部
分
はi

個
人
の
所
實
な
つ
てI

て
、
全
國
.一
般
に
S

Q

I
に
依
つ
s

f

れ
た
も
の
で
は
な 

か
つ
た
の
で
あ
るJ

と
の
1
本
誠
一
愧
士
の
所
言

c

麗

書

、
第
一
七
頁)

は
聊
か
强
過
ぎ
る
が
、
然
も
殊
に
雨
部
に
自
I

の
裳
を 

•
 

,M
る(

W
I
.資

o
p
_ 

cit., 

P. 

3
7
.
)

事
ょ
り
、
土
地
封
連
化
の
徹
底
が
英
國
程でな
か
つ
た
と
は
云
へ
や
ぅ
。

C
25〕

ta
§
 
一
 

p
 

o
v
G.
r

P
.
5
9
.

.

、c^
y
.

 

Ibid.

.

s

 g
e
l

8

 .Ibid., 

pp. 

4
3
-
4
4
.

併
し
、
或
る
地
方
、
例
へ
ば
ブ
ル
ゴ
ォ
二
ュ

(
B
o
v
l
a
o

に
於
い
て
は
、
農
奴
は
移
往
を
許
さ
れ
た
。
が
、
典
の

.

際
は
、
彼
の
金
财
產
を
_

し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所l

i
s

財
馨
認
權CDI.de 

d

f 3之
で
.t
。C

目

'P. 44.)
(

29〕

s

r*p. 

59.

a-
'

マ
ル
ク
ス
，
資
本
論
、
高

譯

•
第
彐
卷
下
、
第
三
一m

養

。

即
ち
、#

建
的
社
會
裡
に
於
け
る
、
農
業
勞
働
生
產
力
の
發
M
は
、
斯
く
て
、
必
然
に
、勞
働
地
代
を
物
納
地
代
に
轉
化
せ
し
め
る
。 

盎
し
、
農
業
勞
働
坐
產
ヵ
.の
發
展
と
共
に
、
農
奴
が
商
己
の
爲
.に
す
る
農
業
勞
働
の
成
粜
が
へ
共
の
農
業
勞
働
绝
產
物
が
、
固
定
的
と 

な
れ
る
勞
働
地
代
よ
り
も
遙
に
M
要
意
義
を
有
す
る
に
至
り
、
從
つ
.て
領
主
と
し
て
も
此
の
よ
り
發
股
せ
る
坐
產
力
を
持
つ
農
奴
の
勞 

働
を
、
播
役
勞
働
に
依
り
遮
斷
す
る
呔
搾
取
者
と
し
て
策
の
賢
明
を
得
た
も
の
で
は
.な
.い
。
寧
ろ
今
や
坐
產
物
の
形
で
取
る
方
が
迤
に 

有
利
な
る
が
故
で
あ
る
0
而
し
て
、
此
の
物
納
地
代
に
於
い
て
は
、「

直
接
的
坐
產
者
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、自
己
の
全
勞
働
時
fi
l
lの
利
用 

を
意
の
儘
に
處
理
す
る
。
.

.

.
•
坐
產
者
自
身
の
た
め
に
な
さ
れ
る
勞
働
と
、
十
；地
所
有
者
の
.た
め
に
な
さ
れ
る
勞
働
と
は
ゝ
も
は
や
時
;!
1
.
] 

的
及
び
空
間
的
に
劃
然
と
は
區
分
さ
れ
な
い
。
：
：
そ
れ
は
更
ら
に
、
農
村
的
の
家
'內
X-
業
と
農
業
'と
の
合
一
を
前
提
す
る
。
地
代
を 

成
す
餘
剩
坐
產
物
は
、
こ
の
合
一
し
た
農
工
的
家
族
勞
働
の
坐
產
物
で
あ
る
。
：
：
こ
の
地
代
形
態
に
於
い
て
は
、
餘
剩
勞
働
を
代
表 

ず
る
と
こ
：ろ
の
、
地
代
た
る
坐
產
物
は
決
し
て
農
家
の
超
過
勞
働
の
全
部
を
吸
收
せ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
。.
寧
ろ
、
勞
働 

地
代
の
場
合
に
此
較
す
れ
ば
、
.坐
.産
#
自
身
の
た
め
の
超
過
勞
働
丨
そ
の
坐
產
物
は
、
彼
れ
の
必
須的

！
！

欲
望
を
充
た
す
坐
.産
物
部
分 

と
同
様
に
、
彼
れ
自
#
の
所
有
に
歸
す
'る
1
0 .
時
間
を
獲
せ
し
め
る
一
の
ョ
リ
大
き
な
餘
地
が
與
へ
ら
れ
：る
0

/

6斯
く
て
農
業
の
發 

展
は
.一
'入
容
易
化
さ
ft
る
0
同
時
に
、
次
第
に
、
.農
業
と
結
合
せ
る
家
內
エ
.業
は
獨
立
の
手
工
業
に
發
展
す
令
而
し
て
農
業
及
び
李 

H

業
.の
ー
：段
‘の
發
肢
は
必
然
に
交
是
の
，必
耍
を
喚
起
す
る
。
商
業
.の
，發
達
は
.手
工
業
を
.し
.て
；

S

文
坐
產
よ
り
商
品
生
產
へ
と
躍
進
.せ
し 

む
る
と
同
時
に
雨
者
相
俊
つ
て
都
市
經
濟
の
勃
興
及
び
貨
幣
經
濟
の
發
股
を
來
す
。
共
れ
は
領
主
の
.貨
幣
需
要
：を
激
烈
な
ら
し
め
る
。 

效
に
物
納
地
代
は
，徐
々
に
金
納
观
代
へ
轉
化
さ
れ
る
と
同
時
に
、
.愈
々
‘、
社
會
的
重
心
は
、
土
地
の
上
よ
り
、
貨
幣
の
上
に
轉
じ
去
る
。 

貨
幣
の
形
で
富
を
所
持
す
る
就
中
®.
人
.隙
級
■の
領
主H

對
す
る
頡
颃
の
力
は
著
し
く
强
ま
つ
て
行
く
。
次
に
來
る
問
題
は
常
然
先
づ
佛



:

m

 

i

 

亡

i

s

1*
^
商
業
.の
發
展
で
‘な
け
れ
ぼ
な
：ら
*
0
ム

•
.

s
マ

ル

ク

ス

、

業

論

、
.萵

蠢

、

第

三

卷

T.
、.

證

ー

茜

頁

Q
-
. 

' 

V 

, 

V

三

先
づ
中
器
期
の
：商
業
活
動
を
觀
る
に
、
其
れ
は
極
度
■

慢
で
あ
つ
た
。
十U
代
海
上
質
易
の
名
淺
翁
め
て
居
づ
^

方
の
み
で
あ
る
。
ナ
ル
ボ
ンK

C
N
I
n
n
e
)

及
び
マ
ル
セ
ィ
ユ(

1

1

5
が
バ
ル
.セ
ロ
ン(

B
a
r
c
e
l
s
e
)
、

ピ
サ(pise)

及
び
ア
マ
ル

フ
ィ(

A
m
a
!
6
)

と
通
商
し
て
居
.つ
た
位
で
あ
る
。
然
も
、
大

囊

、
即
ち
_

愛

び

鐾

屬

塵

に

携

つ

返

つ
た
の
は
就
中
猶
太

人
1

り
、
微
利
貸
附
を
行
づ
.て
居
っ
た
の
も
亦
彼
等
で
あ
つ
た
。
領
主
は
彼
等
を
通
行
税
及
び
諸
税
の
徴
税
請
負
に
利
用
し
、
た
が
、

中
世
始
期H

於
い
てS

彼
等
は
本
質
的
に
は
商
人
で
あ
つ
た
。
彼
等
は
富
を
藉
へ
た
、
併
し
彼
等
の
#
在
は
常
に
ー
時
的
で
あ
づ
た
。

£

翻
太
人
に
次
で
#
太
羽
人
殊
忙
W
ム
バ
ア
ド
人
の
活
耀
を
見
得
る
。
彼
等
は
就
中
領
主
の
金
融
乃
莖
徵
税
請
負
を
な
し
、
猶
太
人

か
怫
蘭
西
を
追
は
る 

> に
及
ん
で
大
塵
に
も
_

し
た
。
併
し
其
れ
は
第
十
四
世
紀
以
後
で
あ
る
o 

§

(

3 2〕
Kenri S6e, Esquisse, etc.

;:. 

91.

9

〕

s
d
.
, 

p. 

105. 

•

併
し
*
て
如
園
，̂
の
手
工
業
及
び
農
業
の
發
股
に
依
る
餘
剩
生
產
物
の
發
生
は
必
然
に
塵
を
胚
盛
な

ら
し
め
、

的
で
は
な
1 

が
、
定
期
的
塵
が
、
市
場(.March

定
依
り
行
は
る
、g

至
っ
た
。
市
場
は
概
L
て
、
一
週】

囘
、.ロ
ア
ー
ル
河
、
セ
ィ
ヌ
河
の
流
域 

の
4

達
至
便
の
土
地
に
開
設
さ
れ
、
共
の
土
地
の
領
主
の
支
配
と
保
護
と
を
受
け
た
。
だ
が
、
勿
論
、
第
十
二
世
紀
■

、
佛 

證

に

純

粋Q.

商
人
階
級
は
存
せ
ず
、
市
場
に
農
產
物
裏
る
富
農
民
及
び
望
の
靈
で
あ
つ
たo

手
工
業
に
し
て
も
商
人
I

 

わ
た
手H

業

當

侬

る

；̂
文
生
奪
あ
つ
た
。
獲

暴

侈

G
g

唐
に
特
霞
級
を
見
た
に
過
ぎ
ぬ
。
併
し
、

漸
次
、

業
が

行
は
れ
、
商
人
就
中&

麥
商CBlatier)、

小
間
彻
商s

e
r
c
i
e
r
)

及
び
取
次
販
賫
商(Regjrattieo

が
店
舖
を
構
ふ
る
に
至
り
、
8

茲 

.
に
都
市
の
形
成
を
見
る
や
、
領
虫
の
干
渉
を
無
用
視
す
る
に
及
ん
で
、
彼
等
は
對
抗
上
ハ
ン
ス(

H
a
n
s
e

即
ち
ギ
ル
ド
に
當
る)

な
る 

組
合
を
組
織
し
た
。
此
の
商
人
同
業
組
合
こ
そ
實
に
第
十
一
一
、
三
世
紀
頃
顧」

著
と
な
れ
る
都
市
自
出
の
濫
觴
で
あ
る
。
商
人
同
業
紐
合 

に
遲
れ
て
、
都
市
.に
流
入
せ
る
手
エ
業
者
も
亦
手
エ
同
業
組
合(

0

|

0

|§
¥

形
成
し
、
8

茲
に
兩
客
相
俟
っ
て
都
市
の
獨
立
、

治
を
高
唱
し
た
。
而
し
て
所
謂「

自
治
體
運
動
x

s

o

i

i

g
 

c
o
m
m
u
n
a
l
)

が
激
烈
に
行
は
れ
た
の
は
就
中
怫
蘭
西
北
部
で
あ
り
、

' 
8

幾
多
の
血
腿
き
對
領
主
爭
鬪
の
後
に
、
次
第
に
自
出
の
特
許
狀
を
得
る
：に
茧
つ
た
。
同
時
に
就
中
羅
紗
商
人(

0

|
1

5

及
び
毛 

織
商
人(

L
a
i
n
e
r
i
e
y

等
は
手
工
業
渚
に
原
料
を
提
供
し
、
彼
等
を
統
制
す
る
に
至
り
、
商
業
資
本
家
と
し
て
遠
隔
の
市
場
を
問
當
に
活

躍
す
る
，に
至
つ
た
。 

'

ハ4 
ノ

nj
a
u
l
 Huvelin, 

Essat sur 

le droit des march€s et des 

f'.
o
i
r
e
s
, 

1

00

9
7
, 

p. 

100
9
.以
下
。

s)

第
十
二
世
紀
以
前
に
は
.手H

同
業
組
合
は
明
確
に
區
別
し
得
ず
、
其
の
發
展
せ
る
は
第
十
三
世
紀
で
あ
る
。
Q
î
w
s
q
u
l 

etc., P,

_

)

- 

0
^
 ̂Henri 

Esq

g.sse, 

etc., p. 93.

旣
に
、
十
字
軍
時
代
、

マ
ル
セ
ィ
ユ
を
始
め
地
中
海
沿
岸
諸
潘
は
東
方
諸
興
^
為
思
と
活
發
な
通
商
を
行
ひ
フ
其
處
に
^
銜
及
び 

倉
座
の
建
設
を
見
た
。
§

即
ち
、

マ
ル

セ
ィ
ユ
ょ
り
伊
太
利
へ
羊
毛
7
來
祥
諸
滞
へ
葡
萄
酒
香
油
夥
藍
を
輸
出
し
.彼
等
ょ
り
絹 

，•び
、
沙
避
、：皮
革
を
輸
入
ぜ
る
を
始
め
、
其
の
他
.：ラ
ン
ゲ
ド
.ッ
ク
9

§
的
1

0

0、
ナ
ル
ボ
ン
ヌ
及
び
殊
に
モ
ン
ぺ
，リ
エ(

客
I
p
g
E
e
r

)

の
活
躍
を
風
た
o
.大
西
洋
沿
3

&
港
の
：商
業
活
動
は
當
時
未
だ
不
振
で
あ
っ
た
。
#

し
、、
、'ハ
，
ィ

ョ

ン

(
B
a
y
o
n
n
e
)

が
就
中
西
班
牙
と
通 

商
を
始
6
、
§ 

:

ボ
ル
'ド
，オ(

B
o
r
d
e
a
u
x
)

が
葡
萄
酒
及
び
'小
麥
の
輸
出
港
と
し
て
.蘇
格
蘭
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
獨
逸
及
び
殊
1-
t
英
國
.と
親

新
，マ
.？
.ヵ
ン
チ
.リ
ズ
ん 

1

三1
(
1

五
ニ
コD

' 

.

■ 

.
 

■一



新
i

f

 
ズ
ム
..
 

i

l
 

(

i

s

〕 

f

質
I

f

結
び
、
§

ラ
• 

n
ッ

ミ

ル

が

.又
ォ
ウ
ニ
イ(

A
l
o

及
び
ポ
ア
ト
ウ(

p
o
i
l

 

の
外
、
觅
に
、
鹽
、
麻
織
及
び
馨
酒
の
輸
出
f

し

て

、

西

班

牙

、

麗

及

び

英

國

と

通

商

せ

..る

ナ

シ

ト

(

N
l
e)

g

f

も
見
.

得
る
。
s

'
而
し
て
、
' ノ
ル
マ
ン
諸
潘
の
中
に
於
い
て
も
、
バ
ル
フ
ル
ウ
ル(

B
I
U
O
、

オ
ン
フ
ル
ウ
ル(

H

g

f)

及
び
英
國
、
フ 

ラ
ン
.ド
ル
、
一
獨
逸
、.
北
方
諸
國
へ
の
葡
萄
酒
輸
出
を
獨
占
せ
る
ル
ウ
ブ
ン(

R
o
u
e
n
〕
、

S

更
に
又
對
英
國
質
易
に
依
り
富
め
る
デ
イ 

H

フ(u
l
e
p
p
e
、

及

び

ピ

为

ル

デ

イ

港

の

活

躍

は

可

成

に

目

覺

し

い

も

の

で

あ

っ

た

。
吾
々
は
、
斯
く
て
、
第
士
ー
、
三 

-I
1
:紀

fc
j

.^
;
っ
外
瞵
贸
還
業
容
に
依
る
資
本
蓄
橫
を
見
得
る
の
で
あ
る
。 

.

C37) 

G. Fagnis, 

D
ocuments 

县 tifs 

p rhistoi.re d
u

 c
o
m
merce et de Tindustrie, 

1899-1900, 

1.1
.
p. 

176.

C38〕

 ̂

ns.Ef 

a
r
t 
w
p
^
o
i
r

(

•3
9) 

F. 

Michel”

 H
u
r
e

 d
u

 c
o
m
m
e
r
c
e

 et de k

 navigation

.
 5.

.
 Bo

r
d
e
a
u
x
,

S
6
7
-
1
CO
7
0
,
 t

.
1
.

參
潜
。

(

40) 

p. .Boissonnade, 

L
a

 

renaissance 

et 
r
e
g
r

 de la vie m
i
m
e

 en 

Poitou, 

A

l
 et s

a
l
i
g
e
,

 

d
u

 

X
c

 

au X
V
e

 

s
g
e
.

 

(Revue drhistoire 6conomique, 

1
9
2
4
0

參
"
M
s

f
l
j 

.
 E. 

de 

Fr

ル
 viiie, 

M

小moire sur le c
o
m
merce maritime de ； Rouen, 

1CO
5
7
* t.

1.

參 
3
0

海
タ
矿
き
比
す
れ
ば
國
内
亦
業
の
證
は
貧
弱
で
あ
っ
た
。
殊
に
降
I
は
安
金
を
缺
き
、
道
路
も
亦
極
く
不
{元
全
で
あ
っ
た
。
皮 

に
國
内
商
業
に
義
な
，役
制
を
演
じ
た
の
は
河
川
で
あ
る
。
蓋
し
安
全
、
M
利
且
っ
费
用
低
廉
の
故
で
お
0
た
ら
ぅ
が
、
汗
し
J

M
 

は
夥
多
で
.

t
、(

a

ア
i

河
に
七
十g

r

 

f

ン
ヌ
河
に
七
+
0
且
.っ
#
主
ば
凡
ゅ
る
锾
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
併
し
傭
て
火
道
が 

開
か
れ
、(

例 

'へ
ば
-
ロ 

] 

X河
流
域
の
大
道
、
モ
ン
•
セ
二
ィ(

M
o
n
t
.
c
e
n
i
s
)

を
經
て
伊
太
利
へ
通
ず
る
路
、
フ
ラ
ン
ド
ル
及
び
獨
逸 

へ
め
大
道
、
及
び
、
南
方
へ
の
通
路
と
し
て
、
ト
ウ
ル(

T
o
u
r
s
〕

及
び
ボ
ア
チ
ェ
べPoitiers)

經
ぬ
の
ボ
ル
ド
オ
の
路
、
リ
モ
オ
ジ
ユ

(Limoges)

經
凼
の
ト
ウ
ル
ウ
ズ
^
吕
^
运
ろ
の
路
、
ネ
ベ
ル(

N
e
v
e
r
s
y

タ
レ
ル
モ
ン(Clermont

〕

及
び
ル
•
ブ
ユ
ウ
イ

9

n>
^

3
 

經

rl
3
の
下
ラ
ン
ゲ
ド
ッ
ク(

B
a
s
-
L
a
n
g
u
e
d
o
o

の
路
等)

茲
に
陲
上
贸
曷
の
發
展
、
§

殊
に
定
期
市
ハ
P
2 .
3

)

の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ 

た
。(

例

へ
ば
、
巴
组
の
サ
ン
•
ラ
ド
ル(

g
pB-
v-
L
a
d
r
e

)

、
サ
ン
•
デ
ュ
ル
マ
ン
*
デ

•
ブ
レ(st-Germain-des-pr€s )

及
び
レ
ン
デ
イ 

(

L

I

の
定
期
市
、
ノ
ル
マ
ン
デ
イ
の
ル
ウ
ア
ン
-

f

 

.
ン
I

)

及

び

ギ

ブ

友 

ラ
ン
ゲ
ド
ッ
ク
の 

プ
土
イ
•
ア
ン
•
ヴ
ュ
レ
イ(puy-en-velay 〕、

ト
ウ
ル
ウ
ズ
、
カ
ル
カ
ッ
ソ
ン(Carcassonne)

及
び
ボ
オ
ケ
イ
ル(Beaucalre )

の
定 

期
市
等)

而
し
て
旣
に
第
十
三
世
紀
に
は
ラ
ン
ゲ
ド
ッ
ク
の
ポ
オ
ケ
イ
ル
'の
.宛
期
市
及
.び
殊
に
シ
ャ
ン

パ
ア
一
一
ユ
の
ト

ロ

イ
 

プ
ロ
ヴ
ァ
ン(Previns)

及
び
バ

ア
ル
•ス
ウ
ル

®

オ
ウ
ベ(

B
a
r
.
s
u
r
.
A
u
b
o

の
定
期
市
は
實
に
國
際
貿
易
上
斌
耍
な
役
割
を
演
ず
る 

に
至
っ
た
。
就
中
、
シ
ャ
ン
パ
ア
ー
ー
ユ
の
各
都
市
に
於
い
て
は
、
足
期
市
は
，一
觉
の
場
所
の
.み
な
ら
ず
、
都
市
全
體
に
里
っ
て
開
か
れ
、 

四
十
八
日
間
も
續
き
、
最
初
の
九
日
は
準
備
、
次
の
十
日
は
羅
紗
、
絹
布
、
綿
布
の
市
、
次
が
皮
革
類
の
市
、
最
後
が
牛
馬
、
家
畜
の 

市
に
充
て
ら
れ
る
の
.盛
況
で
あ
っ
た
。
而
し
て
、
兩
換
商
は
單
.に
‘货
幣
の
兩
替
の
み
な
ら
ず
、
銀
行
業
務
を
も
行
つ
た
。

a
>
即
ち
今 

や「

定
期
市
に
於
い
て
は
、
商
品
も
又
金
銀
も
消
锻
の
對
象
で
は
な
く
、
資
本
た
る
.に
.至
っ

た

。

」

C44
V
而
し
て
定
期
市
に
於
け
る
商
品 

取
引
及
び
殊
に
金
il
l
取
引
に
依
る
資
本
蓄
積
は
、
纏
て
銀
行
の
發
生
を
促
す
に
及
ん
で
、
佛
蘭
西
資
本
主
義
成
立
史
上
又
看
過
し
得
ぬ 

も
の
と
な
る
。

a

〕
Henri 

s
$
, Esquisse, etc, PP..9.8I99.

(

43) 

Ibid., pp. 

1
0
0
-
1
0
L

 

a) 

Icr
i
d
.
, 

p. 104.

資
本
の
勢
力
に
餵
倒
さ
れ
、
凋
落
を
卿
て
る
領
^
-
瀹
侶
及
び
農
设
は
必
然
に
借
金
を
餘
儀
な
く
さ
れ
た
プ
當
時
の
利
瘅
は
ー
ー
割
乃

新
マ

'
1

1力

シ
チ
.リ
ズ
.

j

 

一
 

一一
?—
-
s

 

. a

五
ニ
'五〕



新
7

ヵ

ン

ム
 

一

三

四

a

五
§

き

¥

五
分
对
稀
で
ぁ
り
、
屢
々
五
割
乃
里
六
割
の
高
き
に
上
：
.つ，た
テ
§
 

.
茲
.に
又

吾

，々
；
は

金

融

業

者

.に

依

る

高

利

貸

附

資

本

の

蓄

稹 

を
免
得
る
。
斯
く
て
、
商
業
就
中
海
上
貿
f

高
利
貸
附
業
と
に
依
っ
て
形
成
さ
れ
た
貨
幣
資
本
に
依
る
新
興
勢
力
の
土
地
財
產
に
賴 

れ
る
歩
建
勢
力
へ
の
浸
.側
、
所
謂
前
期
資
本
主
義
の
成
立
の
機
運
は
漸
く
强
く
な
ら
ん
と
し
つ
\
ぁ
つ
た
が
、
M
に
此
の
傾
向
に
拍
車 

を
加
へ
た
の
瘡
十
四
世
紀
以
來
王
權Q

復
興
と
其Q.

都
市
ブ
ル
ジBT

ヮ
とQ

締
盟
.で
ぁ
る
。

(

45〕
Henri 

,
 Es

q
u
f
J

 etc., p. 103.

四

：
 

：

'

怫
湖
西
玉
權
の
復
興
は
夙
に
第
十
四
世
紀
に
始
る
。
S

復
興
せ
る
王
權
は
貴
族
の
反
抗
勢
力
抑
®
の
爲
の
鬪
爭
的
利
害
ょ
及
、
地 

中
-的
*
族
に
獨
立
と
闘
爭
の
宇
段
を
與
ふ
る
農
業
ょ
：り
も
*
新
興
都
市
を
富
ま
す
べ
き
商
工
業
の
.助
成
を
好
ん
だ
o 

§
 

&く
て
王
*1 

は

r̂,道
路

极

梁

、
河
航
の
改
善
に
努
め
、

ニ
ー 1

1
.五
罡
來
セ
ィ
ヌ
河
1/
1
衍
の
自
出
を
宣
言
す
る
と
共
に
又
、
.杭
海
に
就
い
て 

は

社

^
!
^
裁
中
妒
の
洽
設
外
國
海
賊
の
驅
逐
及
，び
自
國
海
賊
へ
の
私
掠
免
狀(

卜s
r
e

 

de m
a
r
q
u
e
)

附
與
を
な
し
r

?而
し
て
、
シ 

ャ
ア
ル
迅
-[
L-
の

糊

代
一
三

一一

七
年
英
國
と
通
商
條
約
を
締
結
せ
る
を
始
め
、
次
で
.力
ス

テ
ィ

ユ(c
a
s
t
m
s
)
、

レ

オ
ン(

s
o
n
)
、

ア
ラ

 

、、コ
ン(

A
r
a
g
o
n
)
、

シ
シ
リ
ィ
l

e)

の
諸
王
候
及
び
埃
及
の
.囘
敎
君
主
と
も
條
約
を
締
結
し
、
更
に
シ
ャ
ア
ル
六
世
の
御
代
、

一

四
 

〇
三
今
に
は
モ
ン
m

壬
、
タ
メ
士
フ
ン(Tamerlan)

と
も
條
約
締
結
し
て
、
.商
人
に
對
す
る
一
般
的
保
護
を
保
障
し
たo

艰
方
諸 

滞
ハLevant)

及
び
就
中
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ャ(

&

|

|
0
に
怫
蘭
西
領
事
館
の
設
立
を
見
た
の
も
此
の
頭
の
事
で

|

0 

9
 

(

46) 

o
f 
F 

Sdgnobos, 

Op. cit., p. 213.

(

47
し j.-

fe. Horn, L

t̂conomie Politique avant les phvsiocses, 1867/p. T39._. 

s〕

f
f
i
. 

p
l
g
e
o
n
m
,

 Histoire du commerce de la France,

100
00
01
-
-
1
8
00
9 

r
 

M.
フ 

M00
4

I
十g

世
紀
以
#

束
方
諸
港
と
の
通
商
は
&
靈
榮
し
て
居
っ

^.
併
し
、
地
中
海
S

諸
滞
の
蠤
に
比
し
、
大
西
洋
沿
議 

滞
就
中
ボ
ル
ド
ォ
及
び
ル
ゥ
ア
ン
が
漸
次
S

要
な
役
割
を
演
じ
始
め
、
殊
に
ラ
•
ロ
ッ
シ
ノ
ル
の
鹽
§

及
び
葡
萄
酒
囊(
一
三
一
一 

六
年
ょ
り
-

1

三
三
〇
苹
迄
，同
港
の
葡
萄
酒
輸
出
高
は
十
：九
萬
噸
に
達
し
た〕

は
顯
箸
な
發
展
を
示
し
た
® 
§

然
も
當
時
大
商
業
に
し 

て
外
國
人
就
中
伊
太
利
人
に
依
り
行
は
る
ゝ
も
の
尠
く
な
か
っ
た
が
、
漸
く
强
く
な
れ
る
國
民
的
意
識
は
之
を
怫
蘭
西
人
就
中
大
卸
商 

乃
至
小
間
物
商
の
手
に
移
す
に
至
っ
た
。
殊
に
、
.小
間
物
商
が
當
時
商
業
界
に
支
配
的
勢
力
を
振
っ
，て
居
っ
た
.琪
は
ノ「

大
小
間
物
商」 

Q
R
o
i

 de.s:merciers.J

の
.特
權
に
關
す
る
當
時
の
法
令
の
示
す
所
で
あ
.る
o
.へ51〕

：

彼
等
は
#
太
利
に
做
つ
て
#
社
を
組
織
し
•た
。
而

し
て
當
時
旣
.に
合
資
#
社
の
出
現
を
.見
る
に
至
り
た
の
で
あ
る
。
.-
:
.
:

(

49
ソ H. Hauser, Le sel dans rbistoire fIRevue 6conomique intemationalf 
a
o
g
M92
7
0 

 ̂Y

 G. Fagniez,. .Op, cit.J

s*JJ,
(

51)

.
>
•

wourge

o-is. Les m€tiers de.Blois, 1892, t.1..P. 155,

斯
く
て
、
第
十
四
li
t
紀
以
來
、
佛
蘭
西
商
業
活
動
は
、
王
權
の
保
護
と
、
就
中
小
間
物
商
人
の
活
躍
と
に
依
り
、
顯
著
な
發
展
を
示 

し
っ
、
あ
っ
た
。
が
、
主
權
の：

不
斷
に
增
大
：せ
る
野
心
は
封
建
的
領
主
戰
以
ヒ
長
期
且
っ
廣
範
圍
に
1
る
大
戰
を
屢
々
惹
起
し
、
之
に 

依
る
經
濟
的
發
肢
(0
阻
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
就
中
.百
年
戰
爭
の
戰
禍
は
著
大
で
あ
り
、
單
に
農
村
に
於
け
る
有
名
な
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ィ 

I

揆
勃
發Q

直

接

動

因

た

り

し

の

み

，な

ら

ず

、
亦

マ

ル

セ

，ル

(

容
爸
6
1

)

；を
首
領
と
す
る
巴
里
市
民
の
叛
亂
を
も
誘
致
し
た
。
0

併
し
、 

同
時
に
、
吾〜

は
、
.戰
後
、
領
主
の
所
-.
#
が
激
減
^
、
：>
<大
半
の
-^
敎
1
5
|
1
に
最
:-
¥
*
:
や
十
人
':
<
0尸
主
す
ら
#
せ
ず
'
副

僧

.1
1
'
1
管
區
に
僅
か 

1
1

千g

住
民
さ
へ
居
ら
ず
、•
斯
く
て
大
半
の
敎
區
の
敎
會
が
廢
滅
し
、
：僧
艰
の
，所
縛
も
亦
激
減
し
た
靡
こ
そ
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
。 

§
_
れ
は
地
方
的
自
曲
、：
帘
思
的
勢
の
確
立
及
が
發
風
：に
：有
利
な
、る
.ふ
也
ハ
に
、

又

百

顧̂
の
.間
に
培
は
れ
た
る
國
民
的
意
識
C
S

新
マ
，
ヵ
ン
チ
9
.ズ
< 

1

三

五

.C.1

31
:
1
1七〕



一ェサ— ザ; セ̂ ^ 巴 ’エセ^

新
了
ヵ
ン
チ
y

j

r

-s(

5

一一八)

は
愈
.々
.國
民
的
銃J

の
思
想
を
旺
盛
な
^
し
，

^
に
.商

業
'^

励
:«

|
段
の
發
^

を
來
す
に
.

至
つ
た
。
動
產
資
本
蓄
積
が
眞
に
行
は
れ 

た
の
は
誠
に
百
年
戰
雜
以
後
で
.あ
る
°

か
§
有
名
也
ジ
ャ
ッ
ク
•

ク
，ゥ
ル
八̂

ぷ
|

 c
§

r
Y

の
出
現
は
能
く
之
を
語
る
。§

~T
f

f

し
て
* 

否
苹
戰
爭
の
終
る
所
は
即
ち
路
渴
十
-
祉
時
代
カ
始
‘

る
塒
で
あ
り
、：
所
謂「

商H

的
進
歩
の
■時
代」

な

る「

コ
ル
べ
ー

ル

前

期

」
(

第
十

六 

世
，紀
及
び
第
十
七
世
紀
前
半
3(

56〕

，
の

恶

礎

は

實

に

蔽

に

築

か

机

た

の

で

あ

る

0
_

.

.

.

.

.
Q
.
v

 

..w.. Smyth, 
.Lecnlres.o

.am
o
d
€
m
.

 history.1
8
5
4
,

<!0
1.
. 1，

p
'
196.- 

.

-(

53) 

.'.Henri.l,.:Esq
fi.sse'etc.,_ p. 

120. ■ 

a

) 

Charles 

Seignobos, 
Op. 

cit., 

p. 

17:9.

.

.

(

55〕
H
e
n
r
i

 

S
4
e
,

 

.
E
s
q

g.s
s
e
,
.

 

e
t
c
.
,
.

 

p
p
.

 

1
3
9
-
1
4
0
.

• 

.
C56
.

) 

R
e
n
6 G

c

.pnard* 

o
p 

c

r

p. 142.

即
ち
、
.路
渴

十l
#

は
、
通
行
税
の
廢
[1
-
、
航
路
の
改
善
に
依
り
、
.商
業
的
發
展
を
助
成
す
る
と
共
に
、
C

S
旣
に
、
外
國
絹
布
の 

購
入
が
，

r

國
金
銀
の
減
少
を
來
す
と
沄
ふ
マ
ー
ヵ
ン
，チ
リ
ス
ト
的
考
へ
ょ
り
、
リ
ョ
ン
及
び
殊
に
ト
ゥ
ル
に
絹
工
業
を
移
植
し
、
C58
}
大 

規

模

手

工

業

，の

創

設

H.

努
め
、
0

以
て
愈
々
國
際
商
業
爭
翻
戰
へ
の
！
：出
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
0「

十
六
世
紀
中
、
ま
た
一
部
的
に 

は
十
七
世
紀
に
及
ん
で
も
、
.商
^f

の
突
如
た
る
擴
太
と
一
の
新
し
き
佌
猓
市
場
の
創
生
と
は
、
舊
生
產
方
法
の
滅
亡
と
資
本
制
坐
產
方 

.

法
の
隙
興
と
の
上
に
：一
の
腮
倒
的
な
影
響
を
及
ぼ
し

た

の

で
あ
つ
た
が
、」

§

if
;

ハ
の
行
は
る
べ
き
恶
礎
は
斯
く
て
佛
蘭
西
に
於
い
て
旣 

杧
成
就
さ
れ
つ
、
あ
0
た
の
で
あ
る
0
'
、

(

57
.

)

. Heari 

sîEsquisse

. etc., .pp.. 141-143,

(

58)

 

翏
，

M
o
d
e
m

 

C
a
p
i
t
a
l
i
s
m
,

 

e
t
c
.
,

 

p
.
1
5
.

.

(

S9
ソ 

ch. 

Petit-DutailHs, 

Charles VII 

s L
o
u
i
s

><
J
.
 

M9Q3, p. 

1
3
0

.'
_

: 

c60)

.
マ
ル
ク
ス
’、
資
本
論
、
高
畠
譯
、
第
三
卷
上
、
■第
二
九
ニ
頁
。
 

：

「

か
の
、
地
理
上
.の
.諸
發
見
と
北
ハ
に
起
つ
て
商
人
資
本
の
發
達
を
急
速
に
促
進
せ
し
め
た
商
業
上
の
諸
大
革
命
が
、
十
六
七
世
紀
に
於 

S

て
、
封
’建
的
，坐
產
方
法
か
ら
资
本
制
生
產
方
法
へ
<D
推
轉
を
促
す
一
の
主
要
な
要
素
た
り
し
こ
と
は
、
何
等
の
疑
を
容
れ
な
い
。
而 

し
て
、
疋
に
こ
の
靡
賢
こ
そ
、.佥
く
誤
れ
る
諸
見
解
を
生
ぜ
し
め
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
世
界
市
場
の
突
如
た
る
搬
大
や
、
流
通 

諸
商
品
の
倍
加
的
增
大
や
、
ア
ジ
プ
の
諸
生
產
鄭
並
び
に
ァ
メ
リ
ヵ
の
資
源
を
制
握
せ
ん
と
す
る
ョ
ー
P
ッ
パ
諸
國
民
間
の
競
筚
熱 

や
、
植
民
制
度
な
ど
丨
此
等Q

も
の
は
、
生
產
の
封
建
的
制
限
を
破
碎
す
る
上
に
本
質
的
の
貢
獻
を
な
し
た
。
だ
が
、
近
世
的
坐
產
方 

法
は
、
そ
の
第
一
の
期
間
た
る
マ
ーl

;̂.

フ
ァ
ク
チ
ュ
ー
ア
時
代
に
於
い
て
、
中
世
紀
の
間
に
そ
の
倐
件
が
旣
に
造
り
出
さ
れ
て
あ
つ
た 

處
に
の
み
發
達
し
た
の
で
あ
る
。

.…

世
界
沛
場
は
ゾ
そ
れ
自
身
ノ
こ
の
資
本
制
生
產
方
法
の
碁
礎
を
成
し
て
ゐ
る
。
が
、
他
方
に
於 

い
て
、
不
斷
に
擴
大
さ
れ
.る
と
こ
ろ
の
規
模
で
生
産
せ
ん
と
す
る
、
資
本
制
生
産
方
法
の
內
在
的
必
然
は
、
世
界
市
場
を
不
斷
に
擴
大 

せ
し
め
る
刺
戟
た
る
も
の」(

61〕

で
あ
るo

‘(

巴
マ
ル
ク
ス
、
資
本
論
、
高
畠
譯
、
箜

i

上
、
第

二

九

一

頁
丨
第
二
九
ニ
頁
。

 

，

而
し
て
、
世
界
市
場
の
擴
大
と
、
典
の
爲
の
航
路
發
見
の
活
躍
：に
於
い
て
、
無
論
、

西
は
‘葡
萄
牙
及
び
西
班
牙
の
比
で
無
か
つ 

た
と
は
云
人
、
第
十
五
世
紀
以
來
、
ノ
ル
マ
ン
就
中
デ
イH

ッ

プ

の

漁

業

衮

、

航

海

業

者

.が

テ

ー

ル

ヌ

ー

ヴ

H
e
r
r
e
-
N
e
u
v
o

島
附 

近
進
逃
航
し
、

一
7r
.
p八
年

遂

に

同

島

，に
達
せ
石
を

.始
め
、
オ
シ
フ
ル
.■ゥ
ル
の
船
長
、
ポ
ゥ
ル
ミ
エ
:»
'y
v
ゴ
ン
ネ
ヴ
イ
ユ
‘

(paulmier 

d
e

0
0
3是
1
1
6

)

が
、
^
萄
牙
人
ヵ
ブ
ラ
ル
^
ら
:^
1
>に
次
で
、

ー
Tr
o
ニ
年
ょ
り
一
五
〇
五
年
迄
に
ブ
ラ
ジ
ル
航
梅
を
{元
行
し
、

.1
!
に 

广
五
三
：四

年

以

谏

サ

ン

•，
マ
'ロ
.の
船
.長
、

ジ'ヤ
ッ
'タ
ャ
力；> チ
エ
-€
|

^

^

> 

c
a

':
a
e
r

)

が
.加

奈

陀

を

媒

險

し

て

一

世

紀

後

の

怫

蘭

四

植

新

マ

ン

チ
”
ズ
ム
. 

1

三

七

(
」

五
二
九

)



新
マ
丨
ヵ
ン
チ
リ
？

■'
三

八

(

i

s

民
に
資
せ
る
等
、
笫
十
六
世
紀
前
半
に
於
け
る
佛
W
西
'の
活
警
亦
可
成
：に
目
*
し
い
も
の
で
あ
つ
.た0 、

§

斯
く
て 

> 
商
業
は
愈
 々

其
の
中
心
が
地
中
海
を
.去
り
大
西
洋
岸
に
移
る
に
及
ん
で
全
く
世
界
商
業
と
な
り
、
マ
ル
セ
ィ
ユ
及
び
殊
に
ボ
ル
ド
オ
、
ブ
ル
ウ
ア
ジ 

(

？
§
為
6)
、
ラ
ノ
ロ
ッ
シ
ぷ
、
ナ
シ
ト
、
サ
ン
•
マ
ロ
、
オ
ン
フ
ル
ウ
ル
、
デ

イ
エ
ッ
ブ
、ル
ウ
ア
ン
に
於
け
る
海
上
贸
易

e
gに
依
る

塵
資
本
福
は
茲
に
佛
蘭
西
資
本
主
義
發
生
の
第一

前
提
を
成
す
に
至
づ
た
°
同
時
に
、
陸
，

上
質
為
も
、
寧
ろ
、
.
史管の
議に
 

代
つ
て
常
設
的
商
業
の
發
展
を
見
る
に
至
つ
た
が
、

.旣
に
此
の
頃
ボ
ォ
ヶ
ィ
ル
及
び
殊
に
リ
ョ
ン
の
定
期
市
は
、
商
品
取
引
ょ
り
も 

寧
ろ
金
副
取
^
,

の
中
心
と
し
て
發

M
し
、
.纏
て
一
五
四
三
年
リ
ョ
ン
銀
行
の
設
立
を
見
、

一
割
の
微
利
貸
附
を
王
ょ
り
許
さ
る
X
に
至 

つ
た
0
S

茲
に
又
高
利
貸
附
資
本
の
蓄
積
を
見
得
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
一
五
ニ
ニ
年
、
大
法
官
デ
ユ
ブ
ラ(

D
u
p
r
a
t
)

は
、

巴

播
 

;
を̂
起
し
、(

こ
れ
最
初
.の
市
愤
で
あ
り
、
最
初
ー
割
、
次
で
八
分
利
附
で
ニ
十
五
萬
リ
ィ
ヴ
ル
を
起
债
す

)

鱗
て
一

五
三
七
苹
第
二
囘
の 

起
f

行
ひ
、
殊
に
又
、
一
五
五
四
印-

G
r
a
n
d

 
p
a
r
t
i

と
呼
ば
る
、
リ
ョ
ン
市
の
起
愤
に
は
僕
婢
及
び
外
國
人
迄
が
應
慕
す
る
の

盛

乃
を
極
め
如
く
て
1
=
#投
資
に
依
る
資
本
蓄
摄
は
銀
行
と
共
に
又
佛
蘭
西
資
木
主
義
成
立
に
^
か
ら
ぬ
役
割
を
演
ず
る
に
至
る
。

8
 

n
h ノ de la noncidre,. Histoire de 】a marine f

n
m

-Bise. 1909-H914, t.IIL t. X
V

 

.

(

63〕
H
.
s
geonneauj 

Op. cit, 

t 

I
L

 

p. 99. 

.

(

64)

.
 

H
e
n
r
i

^
ク
w
g
qg.
s
s ぶ etcd 

p„ 

170.

0
2
〕

s
d
.
, 

p. 171. 

;

以
上
吾
免
は
先
つ
商
業
及
び
金
副
投
資
に
依
る
實
本
蓄
穑
を
見
た
。
勿
論
、
其
れ
は
決
し
て
平
靈
に
行
は
れ
た
の
で
は
ま 

い
。
資
本
の
原
始
§̂
積
の
陰
に
は
凡
ゅ
る
淺
虐
な
歷
史
的
寒
實
が
展
開
さ
れ
た
の
を
見
る
0
佛
蘭
西
も
亦
此
の
例
に
液
I
る
も
の
で
は 

な
い
。「

堪
隊
的
_

、
不

對

等

蒼

、
强
制
勞
働
に
依
り
世
界Q

他Q

部
分
秦
取
す
る
の
一
事
は
、
歐

洲

資

本

義

靈

に

缺
く

可 

か
ら
ざ
る
一
大
條
件
で
あ
つ
た
。
伊
太
利
諸
都
市Q

殷
S

地
中
海
_

Q

I

Q

?
 

Q

搾
取
I

れ
て
生
じ
得
f

し
が
如
く
、

'葡
萄
牙
'
西
班
牙
、
和
蘭
、
怫
蘭
西
、
英
國
等
の
諸
亂
の
繁
榮
も
ノ
之
に
先
立
て
る
瓯
刺
比
與
文
明
の
破
壞
、
阿
弗
利
加
の
奪
掠
、
西 

洋
蓝
細
龃
及
び
典
の
島
嶼
諸
國
、m

沃
な
取
印
度
及
び
富
裕
な
ィ
ン
ヵ
、
ア
ス
テ
ィ
ツ
の
國
々
の
貧
窮
化
、
解
體
を
離
れ
て
斷
じ
て
考 

へ
得
ぬ
の
で
あ
る
。」

§

誠
に
、っ
目
'
Vロ
ッ
パ
•の
外
部
で
：

§

掠
や
、奴
隸
化
や
、
强
盜
殺
人
な
ど
に
侬
つ
て
直
接
獲
得
さ
れ
た
財
寶
は
、 

母
國
に
流
れ
來
た
つ
て
資
本
に
轉
化
さ
れ
た
/
巴

の
で
あ
るo

(

66) 

John-A. .Hobson'

T
r
.
w

volution 

o
f 

J^odem Capitalism, 1917, .p. 

l
p 

(

67〕

マ
ル
ク
ズ
.、
_

論
、
高
摄
默
、
，

卷
第
l
B.、
第
七
胜
八
褶 

此
め
资
本
鬼
義
咐
萊
掠
の
.供
に
は
.、
：
和
離
、
西
班
牙6

如
ぐ
殘
忍
淫
虐
な
方
法
を
探
れ
る
國
も
あ
つ
た
し
、
硬
軟
兩
法
を
巧
み
に
利 

用
せ
る
^
國
の
如
き
酔
も
あ
つ
た
。
#
し
爿
い
ク
れ
も
#
砠
制
坐
產
方
法
の
键
本
制
坐
產
方
法
べ
Q:
轉
化
抒
程
を
温
窺
的
に
助
.長
し
、 

そ
の
推
移
を
辱
办
る
た
め
に
、
.社
會
の
集
積
を
れ
組
織
さ
れ
た
强
カ
な
る
國
家
植
カ
を
利
：用
し
た
點
に
於
い
て
共
通
し
て
ゐ
る
。
强
カ 

な
る
も
打
は
丫
新
た
な
る
.
1社
會
を
舉
め
へ
る
總
べ
'て
(0
镲
社
會
に
對
す
，る
產
婆
な
.の
で
あ
る
。」

8

>
此
の
產
婆
の
役2

：

を
裉
せ
る
も
の 

ご

そ
徵
!•
€

■
マ
：丨
ヵ
シ
チ
か
ズ
み
に
外
敦
^
ぬ
。
其
れ
は
、「

製
造
業
絜
を
製
造
し
、
獨
立
勞
働
客
か
ら
收
奪
し
、
國
M
的
の
纸
產
機
關
及 

'び
.坐
活
资
料
を
資
本
化
し
、
：且
つ
古
代
的
生
產
方
法
か
ら
近
弛
的
坐
產
方
法
へ
の
.推
轉
を
强
行
的
に
短
縮
す
る
所
の
.人

爲

的

な

?
. 

餘
_
1

(

餿
せ
お
を
乓
間
發
lc
'

_
保
®
稅
、
*.
:接
に
ぱ
轍
出K

 
.レ
ミ
ア
ム 

'な
ど
に
依
つ
て
、
こ
の
因
的
の
た
め
に
.自
國
斑
を
誅
求
す
る
し(

7 0) 

腳
_

あ
る
ダ
而
U
て
' 
儆

證

1C
菸

旣

に

■—
*
五
'三
九
年
の
法
令
は
、
.西
班
牙
の
羊
毛
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
.絹
セ
ル
の
輸
入 

を
禁
じ
、
.

1

瓦
四
.
0年
七
月
十
八
日
の
淡
令
に
依
り
认
ョ
ン
'の
關
税
は
復
活
さ
れ
、(

錦
襴
及
び
絹
布
の
輸
入
は
リ
ョ
ン
を
通
じ
て
行
は 

る
可
く
、
其
の
際
國
內
激
敫
貨
物
に
は
五
分
、：
對
外
輸
送
貨
物
に
は
1
ー.，

分
め
關
税
を
課
す

> 

1五
六
四
年
シ
ャ
ア
ル
九
世
の
時
代
に
は 

伊
太
.利
ょ
れ
€>
•輸
人
貨
皦
一
切
id
y>
-

3
ン
の
關
税
を
適
き
し
觅
に
.
.一.
瓦
<
五
年
東
方
諸
港
/9
3

|)

の
物
產
輸
入
の
.

場
合
に
も
亦
同
關

 

新
す

 

p
ii
:
:ン

チ

二

11

力 

C
1

五
三

 

I
V



新
で
|

ン
す
尤
4

,

'四
0 

(
一

五
三1,1) 

秕
を
適
苽
す
る
に
至
つ
：だ

.0
而
し
て
、
:-
.
五
七
1
:
1年

'0
'
'法
令
は
、
..
-原
料
品
.

(

羊
毛
、
：大
麻
、
.诞
麻
等)

の
無
斷
輸
出
及
び
羅
紗
、
麻
織
、 

天
黯
級
っ
挪
總
珀
、
綴
織
0
輸
入
を
禁
匕
、.
.'
1
五
八
'ー¥.
に
ゆ
、就
中
外
國
產
製
造
品
(0
'
輸

入

税

：を

增

徵

す

る
.に
至
つ
た
0
'
8 

'
然
も
、 

1:

五
八
八
苹
の
三
部
會
は
又
原
料
品
の
輸
出
と
製
造
品
の
輸
入
と
の
禁
止
を
可
決
し
、
次
で
、
' 

.
一
五
九
八
年
、
ラ
ッ
フ
I
マ
ス
：(

B

i
 

尸
ら
§
及
と
.協
議
せ
る
已
掛
市
'會
は
ユ
切
の
#
韦
及
.び
絹
布
'.の
輸

入

禁

；止5:
-
.要

望

す

务̂

ッ

フ

ス

マ

，ス

は

愈

.々

邠

蘭

西

金

土 

に
桑
樹
栽
培
ど
絹
製
造
と
む#

要
な
る
^,
力
說
じ
た
:o
而

し

て

、
一，第

十

五

世

紀

以

來

就

中

ト

ゥ

ル

に

於

い

て

繁

榮

し

た

る

絹

エ

業

.±
、 

今
や
リ
.ョ
.ン
、

二
ィ
ム
省
！

〕

、
モ
ン
，ベ
；^
工
.及
び
.巴
里
に
移
植
さ
れ
、
殊
忆
ト
ゥ
ル:

の
絹
工
業
はI.

五
四
六
年
以
來
八
：千
の
織
機 

と
四
萬
ひ
職H

と
を
有
し
、
：.
又I
7T
H
四
年
リ
ョ
‘ン
の

其

れ

は

：
一
萬

. 一

一
千
.の
職
工
を
使
用
す
る
に
及
ん
で
つ
愈
々
手
工
的
工
場
制
度 

(
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
s
)

は
從
來
の
.手
：エ

同

業

組

合

の

存

在

：を

脅

す

に

至

つ

た

.。
否
な
今
や
王
植
は
後
者
.の
®
追
、
.前
#
の
保
護
政
策
を
强
对 

的
に
樹
立
し
.以
て
11
1
*界
商
業
带
11
戰

の

渦

中

に

突

入

し

た

の

で

あ

.る

.0
工
業
の
分
野
に
於
け
る
國
家
千
渉
と
商
業
の
分
野
に
於
け
る
呆
. 

護
關
税
政
策
、
即
ち
所
謂
コ
ル
ベ
V

ル
.チ
ス
.，ム
.の
.根
幹
は
、
斯
く
て
第
十
六
世
紀
以
來
旣
識
固
に
確
立
せ
ら
れ
づ
ム
あ
つ
た
。

§
 

唯
其
の
典
型
的
具
體
化
を
見
た
'の
；が
‘コ
ル
べ
ー
ル
の
時
代
で
'あ
る
。
‘
c73
>
:
\ 

:

C68〕

.マ
’ルV

ス
、
.資
本
論
、
高
畠
譯
、
第
一
卷
箜
ー
册
-
第
七
四
六
.頁
。

(

S

.
同
上
、
.第
七
五
〇
頁
I
第
七
五
ニ
頁

。

.

'

(

70)

同
上
、
第
七
五
一
頁
0.ン 

'
.

(

71)

.
 

H
.

 
■
 Pigeopneau, o

p
.

G.
v t. 

IL'P.. 2
1
L

 

(

72〕

H
.
^
e
, 

Esq

e.sse, etc., p. 

181.

(

73)

<
>
• E

s
p
i
i
,

 

Histoire des 

Doctrines Economigues, 189.3, p. 139. 
R
e
n
6
o
o
n
n
a
r
d
.

 Op. cit., 

pp. 

1
4
2
1
4
5
’

五

.n

ル
べ
ー
ル
及
び
コ
ル
べ
ー
ル
チ
ス
ム
に
關
す
る
著
書
論
文
は
實
に
汗
牛
充
楝
の
觀
が
あ
る
。
而
し
て
、
其
の
多
く
は
、

コ
ル
べ
ー 

ル
チ
ス
ム
を
以
て
、
徹
底
的
干
渉
政
策
に
し
て
全
然
自
由
と
兩
立
し
得
ぬ
も
の
と
做
す
。
粜
し
て
然
る
か
。

コ
ル
べ
ー
ル
チ
ス
ム
の
本 

質
は
何
處
に
在
る
か
。

：

吾
々
を
以
て
觀
れ
ば
'

コ
ル
べ
ー
ル
チ
ス
ム
の
保
護
干
渉
は
必
ず
し
も
全
く
自
由
と
背
反
せ
る
も
の
で
は
な
い
■ 
°從
來
、
學
盏
は
、 

當
時
の
法
令
が
、
個
人
的
_
由
を
枸
.束
せ
る
積
極
的
.一
面
の
.み
を
認
め
、
其
れ
が
、
：經
濟
的
進
歩
と
.紙
觸
せ
る
舊
習
、
例
べ
ば
、
中
世 

的
地
方
的
個
別
主
義
の
廢
除
に
盡
カ
せ
る
他
面
を
丨
典
の
消
極
的
な
故
に
丨
餘
り
認
め
な
い
。
だ
が
、
當
時
の
新
興
ブ
ル
ジn

ヮ
及
び 

其
の
階
級
的
代
辯
盏
•た
る
コ
ル
べ
ー
ル
チ
ス
ト
に
取
つ
て
.は
、
國
家
は
、
干
渉
it
依
り
、
今
や
經
濟
的
發
展
の
障
礙
化
せ
る
過
去
の
制 

度
、
封
建
的
淺
存
物
と
鬪
ふ
限
り
、
自
由
の
創
設
者
で
あ
つ
た
。
斯
く
て
、
彼
等
は
、
干
涉
と
自
凼
と
を
全
然
矛
盾
せ
る
も
わ
と
若
へ 

ぬ
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
却
て
兩
脔
を
同|

視
し
た
.の
で
あ
る
。
而
し
て
、
其
れ
は
、
彼
等
が
、
自
由
を
以
て
單
に
.一
切
の
障
礙
を
除
去 

す
る
も
の
と
解
し
た
、
即
ち
、
自
凼
に
就
い
て
極
め
て
消
極
的
觀
念
を
有
し
て
居
つ
た
故
で
あ
奴
、
Q

0
此
の
觀
念
は
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
の 

階
級
的
未
成
熟
時
代
の
必
然
的
所
産
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
o 

.

:
 

a〕 

Rend Gonnard, Op. cit, pp.. 147-148.

即

ち

、
.‘
コ
ル
ベ
ー
ル
チ
ス
ト
が
極
度
に
國
«
に
依
»
し
、
^
の
後
見
及
び
干
渉
を
要
望
せ
る
_
、
.彼
等
本
來
の
阁
的
は
、
旣
述
の
如 

く
、
國
谅
建
設
と
同
時
に
又
國
民
經
濟—

即
ち
初
期
資
本
主
義
|
の
確
立
に
在
つ
た
0
此
の
|§
1
的
は
> 
一
方
中
世
的
地
方
的
諸
團
體
の 

政
治
的
自
曲
の
縮
少
と
他
方
個
人
即
ち
新
興
ブ
ル
ジ
.ョ
.ヮ
.ジ
ィ
の
經
濟
的
自
凼
の
擴
大
と
に
依
0'
:て
實
瑰
を
期
待
し
得
石
0
故
に
、，
コ 

ル
べ
ー
ル
チ
ス
ネ
の
國
家
干
渉
は
、
中

*fi
t
的
殘
莅
勢
力
に
對
し
て
こ
そ
〒
渉
其
の
も
の
で
^
れ
、
V國
家
と
相
苽
傲
鞒
の
關
係
に
在
谷
個

新
マ
I

*
ソ
チ
，
ズ
A

I

四1
a

五
三
三〕
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マ
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(
一

五
三
四〕

人
即
ち
f

ル
ジ
，
l

.

l

i

爭

露

f

f

の
、
即
ち
彼
等
I

的
I

至
翼

の

I

3

例

へ
ば
、
コ
"
ベ
1
ル
l

l

l

i
路
、
f

'(1
)

童

任

以

前

の

：經
濟
的
I

 

S

翏

の

广

尸

段

暴

と

f

と
の,

一
一
事
必
要
な
り」(

一
六
五
5

、
マ
ザ
ラ
ン(

聲

I

)

へ
提
J

:
る
覺
翬))

d

一〕

保 

ヵ

ン

チ

乏

A

1
六
六
四
及
び一

六

六

率

の

保

謹

i

楚
|

(

三)

當
 

I

は
作
物
に
も
促
せ
ず」C

1

六
六
九
年
以
後
の
文
書)

)

の
間

に

は
何
等
の
.
矛

盾

も
I

し
な
い
。
蓋
し
、
彼

の

自

產

義

は
國
内
商 

業
、
.

I
議
は
海
外
商
業

I

合
の
態
馨
あ
り
、
§

而
し
て
、
國
内
商
業
に
於
け
る
$

王
義
と
海
外
商
業
に
於
け
る
保
護
主 

乳
と
は
共
禱
内
的
及
び
對
外
的
國
_

1

乃

羅

f

同

踅

又

蟹

繁

I
翦

_

_

翌

Q
C

攀

f

る
が
汝
で
あ 

る

..
0
!

、
彼
は
、
I

史
家
の
5

如
き
、"

o
p
p
c
l
s
t
e

 
ノ
で
は
な
か
っ
た
の
で
I

。
f

工
業
に
對
し
極
度
に
拘
蒸
で 

あ
っ
.た
と
し
て
も
、
之
亦
中
此
以
来
の
手

工

同

證

合
に
對
す
る
干
渉
腿
迫
で
あ
り
、
所
筆

エ

的

工
場
工
業(

f

 )

に
對

し
.て

梦

ろ

自

見

憂

翁

保

譬

與

へ

た

Q
で

含

。
否
な
f

繫
み
な
ら
ず
、
當
時
手
工
.屢

齟

合

te
ff
l
.々Q

素

を

課

せ

1

の
同
じ
國
家
はS

ち
所
謂
玉
立
手
工
的
工
場(

M
i

l
e

s

 

l

l

e

iび

翌

乎

，；

H

的
工
場(

M

a

l

l
 

§
t

a

f拉 

以
^

し
5

能
f

e

l
る

。

從

っ

：て
、
當

然

、

.
H

I
分
賢
於
け
る
干
I

I

的
H

f
業c

i

J ;
f
 
I

づ
る
翁
レ
去
の
货
の
千
涉
で
あ
っ
た
の
で
童
。
其
の
目
的
は
、
匆
論
、
工
業
の
資
本
主
義
化
及
び
之
に
依
る
此
界
商
梁 

彻
瑕
に
在
つ
た
と
考
へ
ら
るy

き
で
あ
る
。 

.

(

75) 

Abbott 

Payson 

Usher, T
h
e

 History

athe Grain Trade in France 14G0ll7in 

1913, p. 

_

.fg) 

f
J3
a.3̂

Esquisse, etc., 

p. 

2CO
8
.

而
し
て
コ
ル
べ

1
ル
チ
ス
ト
g

的
は
大
體
に
於
い
て
實
現
せ
ら
れ
た
。
ア
ン
リ
•
セ
5

、
I

、「

擎

七
I

及
び
第
十
八
世

纪
に
於
け
る
眼
蘭
西
は
歐
洲
中
最
も
人
口
周
密
.の
國
に
し
て
且
っ
其
の
.文
化
も
.亦
最
大
の
威
信
を
享
有
し
た
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ」 

(

S

と
さ
へ
極
言
し
て
居
る
。
.確
に
、
第
十
六
世
紀
及
び
第
十
七
世
紀
前
半
、
ボ
オ
ダ
ン
及
び
モ
ン
ク
レ
チ
T
ン

を

始

め

、
、

'ッ
•
フ
ァ

ィ

 

ア
ン
、

C78〕

フ
ル
ウ
メ
ン
ト
オ
、

C79〕

グ
リ
モ
オ
デ
、

C80〕

、、ツム
ウ
ラ
ン
、

C81)

ラ
ッ
フ
エ
マ
ス

»(

82
>
ル
*
ボ
グ
ウ
、

C83〕
デ
キ
ゼ
ピ 

リ

イ

、
0

シ
ピ
オ
ン

.
ゾ

•
グ
ラ
モ
ン
、

§

エ
メ
リ
ッ
ク
•
、ツ
•
ラ
ク
ロ
ア
、

§

ラ
•
ゴ
み
べ
ル
デ
イ
エ
ル
、
§

レ
フ
エ
ヴ 

ル
•
パ
メ
ル

C

0
等
に
依
り
提
唱
せ
ら
れ
た
る
マ
ー
力
ン
チ
リ
ス
’ト
的
思
想
が
第
十
七
世
紀
後
半
に
至
っ
て
實
を
結
ん
だ
こ
と
は
琪
實 

で
あ
る
。

.
國
内
康
に
於
け
るk

卸
商
人
殊
に
小
間
物
商
人
に
依
る
資
本
霪
並
び
に
又
海
外
商
業
殊
に
英
國
、
和
蘭
及
び
就
中
西
班 

分(

常
時
西
班
牙
は
怫
蘭
西
最
畏
の
願
客
の
一

で
あ
り
*
#
蘭
西
の
輸
入
高
が
約
一
千
七
百
萬
リ
イ
ヴ
ル
な
る
に
對
し

、

輸
出
高
は
ニ
千 

萬
リ
イ
ヴ
ル
で
あ
っ
た
、
而
し
て
佛
蘭
西
ょ
り
は
主
と
し
て
麻
織
、
^
子
、
絹
布
、
羅
紗
、
.:
レ
：丨
ス
、
葡
萄
酒
、

コ
コ

ア

、

藍

、

紅
等 

.を
輸
出
す)

と
の
通
商
に
依
る
外
國
貿
易
業
衮
の
資
本
蓄
積
は
誠
に
莫
大
で
あ
っ
た
。
§

一
七
一
六
年
、怫
蘭
西
の
輸
入
高
が
九
千】

一
 

百
萬
リ
イ
ヴ
ル
な
る
に
對
し
、
輸
出
高
は
實
に
二
億II

千
二
百
萬
リ
イ
ヴ
ル
に
達
し
た
。
§

怫
蘭
西
商
業
资
本
主
義
は
今
や
芷
に
完 

成
の
域
に
達
し
っ
X
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
嘗
て
彼
等
の
成
長
を
育
み
し
保
護
的
マ
ー
ヵ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
此
れ
以
上
の
遂
行
は
最
早
や
漸 

次
に
有
害
無
用
と
な
り
っ
、
あ
っ
た
。
個
人
丨

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
イ
の
能
力
の
發
達
に
伴

ひ

、

彼
等
が
愈
々
全
般
的
拘
萊
ょ
り
解
除
せ
ら 

れ
ん
こ
と
を
要
求
す
る
に
至
る
は
自
然
の
數
で
あ
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
に
依
ろ
資
本
蓄
積
、
其
の
勢
力
增
大
は

、

國
家
的
權
威
に
依
る
指

墙
干
渉
と
相
容
れ
な
く
な
る
。 

-
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Kenri S6e, Esquisse, etc.,.p. 214...'

.

(

"8〕

p.
ロ .Hainan, 

Discours sur rextr

rt»
m
e

 cherts qui 

咨

！
§
^
,
げ£.
3 F

r
a
n
c
e

a

i l
e
s
.
m
o
y
i

 d
y

 rem
6ser, 

1579*

9

) 

.IFroumenteau,. D
u

 wecret des finances, 

1
500
1
.

新
>
1
ヵ
ン
チ
ジ
ズ
み 

S

三

(
一

五
一
一
一
五

〕



，

新
J

1

I

:

'

:1

四
四 

C
5
1
H
O

 

e
g
)

 

Grimaudev Des 3
0
H
&
6
S
,

 

1
5
0 0

7
: 

: 

r 

广
8 1)

rumoull^Hractalus cpntractunv

n>'t usurarum，，
.

§

 

L

l

l
 R

crt
i
e
m
e
n
t

 pour, dresser les s
a
l
a
c
.
u
r
e
s

 d
n

 r
o
y
a
l
e
,

 1597. 

C
o
m
m
e

 r
on doit 

I

I
 k

 

de 

I

, 

P

I
 de ror et de r

a
f
t

 hors d
u

 r
o
y
a
u
l

 

et par tel 

9
0
1 cl

e
r
v
e
r

 le 

I

 et aarer celui des 
6

1

1 1602. 

(

83
V-.Le. Bogue,. T

r
ails

aavis..:sur les: d
6sordres 

de Ja Monnaie, 1600.. 

.

.

.

.

o-
w
x
p
n
l
y
y
.
s
u
r

 la d&ens'e d
u

 c
o
m
m
e
r
c

n»avec. rEspagne'1604- 

.
c
s
)

 

■■
 scu

o
n
.
d
e
.

 G
l
^
m
m
o
n
t
,

 .le 

Denier, royal. .1620.. 

* 

,

:

^

)
w
m
e
r
i
c

 de Lacroix, le 
N
o
u
v
e
a
u

 c
y
n

is'
1623.

0
5
0

 

L
a

 G
o
m
b
e
r
d
f

 

N
o
u
v
e
a
u

 

i

i

 

U

S

-
 

S

I 

I

 

 ̂

i

l

l
 

a 

3

1

0

1 

qui 

s
o
n
t
u
d
r

 en ce 

royaumev 

1OS
3
4
.

■
 

t 

•

.

.

>
8)
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D
i
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c
o
i
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t
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u c

o
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c
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H
e
n
r
i

 

S
6
e
,

 

E
s
q
u
i
s
s
e
,

 

e
t
c
.
,

 

d
p
.

 

2
7
3
-
4へ

及
び 

p
p

.

 

2
7
s
.

 

.

:

s 

I
 p. 

200
6

.

.

,

旣

に

英

陸

に

於

い

て

は

簾

の

如

く「

光
榮
革
命」

に
依
つ
て
、
專
制
王
雛
の
抑
腿
と
同
時
に
少
く
と
も
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
の
攻
治 

貌
の
烽
火
が
擧
げ
ら
れ
た

o
だ
が
、
佛
蘭
西
に
於
い
て
は
、C ©
時
未
だ
尙
貴
族
の
反
抗
勢
力
が
屢
々
擦
頭
し
、
殊
に
夫
の
有

名

な 

-•フ
ロ
ン
ド」

貴
族
の
叛
亂
は
、「

そ
れ
息
ブ
ル
デ
ォ
ア
的
.發
展
のr

産
物
た
る
王
.權」

を
脅
す
に
充
分
で
あ
つ
た
。
然
も
、
對
外
的
に 

は

T

ヵ

ン

すK

ム

の

國

際

的

嫉

妬

の

原

理

に

立

脚

せ

る

外

敵

，の

脅

威

が

あ

る

O

此
のC

ル
の
情
勢
が
、佛
蘭
西
王
權
を
驅
つ
て
、 

マ
カ
ン
チ
リ
ス <

干
渉
政
第
の
更
に
一
段Q

擴
'

化
乃
至
侵
略
主
義
へ
と
赴
か
し
め
た
こ
と
は
蓋
し
必
然
の
勢
で
あ
つ
た
と
考/

ら
れ
る
。
路
易
十
四
世
屢
々
の
無
謀
な
出
征
、就
中
西
班
牙
王
位
繼
承
戰
役
の
眞
因
は
即
ち
茲
に
在
る
。
共
れ
は
普
通
史
家
の
云
ふ
如
き
. 

取
な
る
路
易
大
王
の
好
戰
氣
分
に
左
右
さ
れ
た
も
の
で
も
な
.け
れ
ば
、
叉
單
.な
る
王
位
爭
奪
の
戰
爭
で
も
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
從
つ 

て
、
數
次
の
干
戈
に
依
り
、
國
醬
の
蕩
盡
、
未
骨
有
の
財
政
雛
、
産
業
の
破
壤
、
經
濟
界
.の
萎
靡
沈
滞
を
招
來
し
た
に
せ
ょ
、典
れ
は
、
 

ア
.ン
リ
•

セ

H

の
沄
ふ
如
き
、「

政
治
的
、
偶
然
的
の
諸
原
因
に
依
り
惹
起
さ
れ
た
も
の」

@

で
は
な
く
、
無
論
、
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム 

の
極
端
な
遂
行
に
依
る
必
然
的
結
艰
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
此
の
普
遍
的
窮
乏
に
際
し
、
茲
に
何
等
か
對
策
が
生
れ
ざ
る
を
得
ぬ
。

...

:

(

91) 

'
 Henri. 
sfl
>>e, 

Esquisse_, 

etc., 

p. 294.

路
易
十
四
世
治
世
の
後
半
は
，：
>

extraordinaires

こ
の
黄
金
除
代
で
あ
つ
た
。
§

即
ち
、
非
特
權
階
級
に
對
す
る
荷
斂 

誅
求
め
み
で
は
最
早
や
財
政
的
危
機
救
濟
忙
充
分
で
な
く
、
茲
に
、
徵
税
請
負
人
及
.び
出
納
官
萸
は，，Affaires 

extraordinaire'

な
る
一
，種
の
事
業
を
行
ふ
に
至
づ
た
？
彼
等
は
if
む
可
ぎ
程
富
裕
な
.
.

.1

園
丨
徵
税
請
負
人(Traitants)

若
し
く
は
.黨
人(partisans) 

と
呼
ば
る
、
一
社
會
を
權
成
し
、
國
康
.に
前
貸
を
す
，る
こ
と
だ
ょ
つ
て
、
微
稅
へ
の
植
利
若
し
く
は
政
府
の
創
設
す
る
凡
ゆ
る
種
類
の
鄯 

業
に
：與
•る
權
利
を
獲
得
し
た
。
.而
し
て
、
，就
中
、
微
税
請
負
に
依
ヶ
國
庫
0
損
失
に
.於
い
て
獲
得
せ
る
利
益
は
誠
に
莫
大
で
あ
つ
た
。

:

コ
ル
べ
ー
ヘ
ル
の
時
代
に
於
い
て
す
ら
、
彼
等
は
.一
：
市

四

百

四

十

ニ

寓
'̂

小

ヴ

ル

の

徵

税

請

負

に

於

い

て

一

百

三

十

ニ

萬

リ

イ

ヴ

ル

の

利 

益
を
得
た
。
ブ
ゥ
.レ
ン
ヴ
.ィ
エ
ル(

3

0

&0*
^
1
1
1
1
&

)

伯
に
：依
れ
ば
、
彼
等
.は
ー
六
八
九
年
±:
り
ー
.七
〇
九
年
迄
の
|1
|

]

に
十
億
リ
ィ
ヴ
ル 

に
上
る
微
税
請
負
'に
.於
い
て一

一
億
六
千
六
百
萬
リ
イ
ザ
.ル
、
.即
ち

、
實

に

：、
全
'體
の
四
分
の
1
:を
利
益
し
た
の
で
あ
る
。
人
93

ド

_

に

彼

等 

は
國
ri
s

l迫
す
る
に
俾
れ
て
.愈
々
：富
裕
と
な
.る
階
級
.で
‘あ
つ
.た
。
同
時
に
•又
、
.彼
等
と
共
に
、
王
の
侧
近
煑
纪
这de la ccur)

が
、 

王
室
財
政
.を
勝

：手

に

處

理

し
:'
不
淨
財
を
蓄
積
レ
た
‘
'こ：.と
は

戎

の

能

ぐ

知

：る

所

で

あ

る

0
'
.-■
,

(so 

J.-K Horn, op. 

<
:
^
*̂
2
5. / 

;

新
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，
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四

六
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璧
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(

93〕
Henri 

S

ĴM
o
d
e
m

 capitalism, etc., 

p，
oo
l
.

f

 

>當
時
の
國
庫
I

芝
は
、
徵
税
請
負
の
s

.
て
救
濟
さ
れ
得
f

 

Q

lな
か
つ
た
。
更
に
大
資
本
所
持
者
の
I

を
要
し 

た
I

、
リ
ョ
ン
銀
行(

一

i

震

立

)

，
ト
ウ
.ル
.ウX

銀
行C.I

產

九

年

設

立

裏

ル

ウ

ア

ン

銀

5

 

I

六
，
；̂

を 

始
め
低
人
的
に
飯
行
業
務
を
行
へ
る
大
商
人
及
び
金
融
業
素
は
、
塵
金
融
ょ
り
も
寧
ろ
國
庫
貸
附
.に
依
つ
て
憂
を
得
た
i

 

! 

に
又
、
財
f

馨
に
し
て
コ
ル
べ
丨
ル
の

®
に
當
る
デ
ス
マ
ア
レ(

D
e
s
m
l
)

は
、
應
慕
客
の
射
利
心
を
誘
ふ
に
充
分
な
る
鑛 

附
國
债
を
起
し
、
之
が
爲
に
、應
I

殺
到
す
る
の
變
を
虽
し
た
が
、
f

 
.
抽
籤
の
秘
密
を
知
れ
I

の
下
役
、
ジ
r
ン
ー
ア
ィ「

I

 

及
び
ブ
ロ
ン
ト
ウ
ル

(
B
l
e
u
r
)

は
、.
之
を
若
干
の
金
纖
奢
I

く
寶
り
附
け
、
I

昼
利
を
得
せ
し
め
た
。
8
 

f

て
、
財 

務
監
督
官
サ
ム
-
ル
•
ベ
ル
ナ

7
ル
へ

s
a

l

 B
e
r
n
a
r
d
)

及
び
コ
：ル
ベ
1

ル
の
後

往

ボ

ンシ
ヤ
ル
ト

ラ
ン
.

(

？

l

s

l
ノI

じ
て

幾
多
の
國
愦
蒙
を
見
た
が
、
其
れ
等
は
何
れ
名

一
部
投
資
家
に
湯
を
得
せ
し
め
た
に
過
ぎ
ず
、
聽
て
國
偾
に
對
す
る
不
I

、
池 

の
財
政
救
_

Q
採
f

餘
儀
な
か
ら
し
む
I

■

た
。 

-
ず

ィ

Q
-
0 Henn. ŝ

e. 

M
o
d
e
m

 Capitalism, etc., .pp. 
sllsz

t.
 

•
 
■.
 

s〕

J
.
.
£
. 

J
J
i
‘ 

o
p
, 

dt, pp. 23-S4.

茲
に
於
い
て
か
、
曾
て
見
ぬ
大
規
模Q

.
S

及

び

羸

の

.創

設

及

び

寶

却

が

行

は

れ

る

に
至
つ
た
。

一六
九
六
年
、
ボ
ン
シ
ャ
ル
ト 

ラ
ン
は
、
辕
五
百
を
創
設
し
、
之
I

裏

リ
イ

ヴ

ル

の

高

慎

.で

實

却

し

た

(

即
ち

一
爵
位
に附
き
約

六
千
リ

イ

ヴ
ル
の
|

で
寶 

却

す)

。

而

し

て

、
：
同

年
Q

i
の
示
す
所
に
據
れ
ば
、
協
位
偺
稱
者
亿
對
す
る
課
税
二
百
萬
リ
イ
ヴ
ル
、

ロ
レ
イ
ン(

L
o
r
i
)

に 

於
け
る
被
授
爵
f

對
す
る
課
税
六
千
リ
イ
ヴ
ル
、

一
般
及
び
特
殊
紋
章
所
有
紫
に
對
す
る
課
税
等
、
此
の
方
面
の
課
税
讓
は
實
に 

一
す
一
I

!
リ
イ

ヴ
.ル
の
高
額
に
上
り
、

.S

國
庫
は
之
を
以
.て
被
授
爵
者(

寧
ろ
爵
位
購
買
者

〕

に
對
す
る

恩
給
及
び
待
遇
の
資
金
に

充
て
た
^
で
あ
る
。t

六
九
九
年
、
恩
給
及
び
待
遇
に
支
出
せ
ら
れ
た
る
金
額
は
1
千
三
亩
萬
リ
イ
ヴ
ル
で
あ
っ
た
。
§

然
も
、
ポ

ン
シ
ャ
ル
ト
ラ
ン
の
後
任
者
等
は
亦
彼
を
模
倣
し
、
否
な
，彼
以
上
の
窮
策
.に
出
た
。
彼
等
は
宜
職
の
創
設
及
び
賫
却
を
顧
繁
に
行
っ
た
。

當
時
創
設
せ
ら
れ
た「

王
室
檢
木4

官」(

n
l
e
p
e
r
s 

r
o
y
a
u
x
)

は
、
唯
、
'餐
の
.檢
茶
、
建
築
用
砂
碟
の
檢
夜
及
び
計
!;
、
.糧
秣
の
來
の
量

宛
を
掌
る
過
ぎ
ず
。
又
、
豚
の
西
の
.巡
廻
檢
张
言
、
材
木
積
込
檢
荼
官
、
生
バ
タ
の
視
察
宫
、
，.盤
バ

タ

の

試

驗

啻

及

び

河

]|
|

巡

廻

檢

资
官
の
創
設
を
も
見
る
に
至
っ
た
。
吏
に
、

一
六
九
一
年
ょ
り
一
七
一
四
¥
迄
に
、
.五
：百

.¥
|
;十
の
理
髮
師
監
督
官
が
创
設
せ
ら
れ
、
何

人
と
雖
も
其
の
捺
印
附
書
狀
を
所
持
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
理
髮
職
を
行
ひ
得
ず
、
違
犯
の
場
合
に
は
五
W
リ
ィ
ヴ
ル
の
罰
金
と
用
具
一

切
の
.沒
收
と
忆
處
せ
ら
れ
た
。
§

加
之
、
巴
扭
に
於
い
て
は
•

一
 
人
の
葡
萄
酒
商
が
實
に
八
百
九
十
一
一
人
の
計
®
:
:

n

及
び
檢
资
窗
に

依
.り
順
次
に
計
量
及
び
檢
赉
を
强
制
さ
れ
た
の
：で
あ
る
。
ヴ
オ
ル
テ
エ
ル(Voltaire)

の
云
.ふ
如
く
、
：「

是
等
の
馬
鹿
げ
た
こ
と
は
今
日

で
こ
そ
笑
資
で
あ
れ
、
當
時
に
在
っ
て
は
人
々
を
泣
か
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
/99〕

然
も
、
官
職
の
所
持
者
は
、
之
を
高
愤
に
轉
資
し

て
瓦
利
を
得
た
。
實
に
、
官
職
は
一
種
の
資
本
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
に
、
諸
官
職
の
創
設
に
依
り
、
煩
雜
な
監
#
と
苛
酷
な
負
檐

と
を
蒙
れ
.る
商
工
業
の
疲
弊
は
遊
大
で
あ
.っ
た
。

一
六
九
三
年
、
精
鍊H

監
督
官
が
創
設
さ
れ
る
や
、
其
の
苛
酷
な
監
督
と
負
播
と
に

耐
へ
ず
、
遂
に
幾
多
の
飾
紐
製
造
業
者
は
リ
ヨ
ン
を
去
り
外
國
に
移
住
す
る
に
至
っ
た
。(

I
)

故
に
、
當
時
、
金
銀
所
持
渚
に
し
て
商

工
業
に
投
資
す
る
の
愚
を
爲
さ
ず
、
寧
ろ
官
職
投
資
を
選
ん
だ
の
は
當
然
で
あ
ら
ぅ
。
斯
く
て
一
六

一四
年
一
一
億
リ
イ
ヴ
ル
な
り
し
官

職
資
木
は
、

一
六
一
一
六
年
に
は
三
億
リ
イ
ヴ
ル
、

一
六
六
.四
年
に
は
四
億
一

1

千
萬
リ
イ
ヴ
ル
而
し
て

一七
〇

一

年

ょ

り

一

七一五
年
迄

の
問
に
實
に
五
億
四
千
萬
リ
イ
ヴ
ル
の
宦
額
に
達
し
た
の
で
あ
る
。(

10
1)

Q
u 
y 

ForbonnaJS, Hecherches et considerations sur les. Finances, d
?

 France, 1758, 

V
o
L

 II. 

pp. 

87-92.

97) 

Ibid., vol.II, pp,100.103.

新
了
カ
ン
チ
リ
ズ
ム

 

：】

四

七

(
一

五
三
5



新
>

1
ヵ
.ン
チ
リ
ズ
，
< 

I

 

^

「

四

八

(
一

2|
:
四
〇)

0
 

w Levasseur, Histoire des classes ouvrî
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.

敍
上
の
第
柄
は
何
を
意
味
す
る
か
。
勿
論
、
金
融
業
者
に
依
つ
て
囊
さ
れ
た
資
本
が
、
後
に
至
つ
て
、
商
工
.業

の

麗

S

し
た 

こ
と
參
ひ
無
い
仞
へ
ば
サ
ン
“

マ
ロ
の
マ
ゴ
ン(M

a
s
o
n
s
)

の
：
如

き

、
大
船
舶

所

有

者

は

彼

等

ょ

り
出
で
た
奪
あ
る
。
贽
初
3
 

大
規
枚
工
業
、
就
中
金
屬
乃
砉
炭
採
掘
奢
興
し
た
客
も

亦
彼
等
•

か
ら
.出
で
た

。

併
し
乍
ら
、
巨

大

資

本

が

、
.或

は

徵

税

請

I

、
 

或
は
隊
庫
貸
附
に
或
は
公
憤
投
資
に
、
又
或
は
官
證
資
等
に

用
ひ
ら
れ
た
I

は
、
當
時
、
其
れ
丈
け
、
資
本
の
固
定
化
を
來
し

た
、
t

 

置

つ

麗

產

用

を

足

し

た

と

警

し

て

I

I

る

ま

。
即

為

れ

篇

證

商

_

本
主

義
後
I

の

奨

な

麗

を

提

供

す

f

の
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ

o

然
も
其
れ
は
軍
に
商
業
資
本
主
義Q

麗
を
阻
害
せ
る 

の
み
I

ず
、
.財
政
救
.濟
.の

目

的

を

も

亦

充

分

に

は

達

し

得

な

か
つ
た
。
f

、

.財

政

の

一

時的
糊
塗
的
救
濟
策
に
代
つ
て
、
社
會
の 

桩
オ
が
改
革
案
は
必
密
に
&
#
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ず
0.
筆
者
が
嘗
て
本
誌
上
に
紹
介
せ
る
ボ
ア
ギ
ュ
べ
丨
ル
の
真
主
義
的
自
山
主
義 

的
運
動
は
即
ち
此
の
要
求
に
應
じ
て
生
れ
た
も
の
.

で
あ
：つ
た
。

S

併
し
、
彼
の
論
策
は
、

：
.
簾

の

如

く

、(
g
)

農
業
の
資
本
主
義
化 

.を
俊
.つ
て
始
め
て
實
踐
化
さ
れ
得
f

、
當
時
の
'如
き
貧
弱
な
農
業
經
營
を
以
て
.し
て
は
：、
其
れ
は
、
單

に

思想
的

に

フィ
ジ
オ
ク
ラ 

ア
ト
の
先
驅
を
爲
し
た
と
i

s

に
止
ま
りr

其
の
篇
化
は
到
底
望
む
可
く
も
無
か

つ

た

。然
ら

ば

、兹
に
.

又
、

.

何
等
か
他
の
對
策
が

V

^
 

,ン
I

を
以
て
財
鐘
下

の
救
濟
策
と
炉
す
シ
ヤ
ン
• 

”ウ
p

&
は
正
.に
斯
か
る
時
代§

要
求Q

必
然
的
所
產
で
あ
り
、
又
さ
れ
ば
‘こ
そ
恰
も
天
來
の
福
音
と

し
て
歡
迎
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。

■ 

(

10
2) 

_趴
、
ボ
ア
ギ
.夂
ベ
.ト
ル
の
1富
の
本
質
論」

、本
雜
第
ニ
十
六
卷
第
七
號
0 

. 

'

(

職) 

' 拙
稿
、
フ
イ
ジ
.ォ
.ク
ラ
ア
ト
以
前
の
煎
農
思
想
•
本
認
第
一

1

十
七
卷
第
四
號
。

.
,
' . 

...
:
:
•六

,.
' 

.
-
'
.
.. 

•
.
'
:
.•
.

' 
: 
' 

:
*
、'
.
.
:

ジ
ャ
ン
•
ロ
ウ(Jean 

1
:§:
5の
有
名
な
土
地
銀
行
案
は
|
彼
の
貨
幣
理
論
の
上
に
築
か
.る
。

；

彼
は
先
づ
國
富
の
源
泉
を
貨
幣
t
e在
り
'と
做
す
。「

貨
幣
は
勞
働
’、農
耕
及
'び
.人
ロ
0
源
泉
：で
あ
る
。
國
富
と
は
宜
額
の
貨
幣
の
布
す 

る
國
で
あ
：る
。」

•
Q
y

「

廣
炎
及
び
風
土
を
等
う
し
、
商
業
的
地
位
に
廒
ま
れ
、
人
口
多
く
'
.
政
治
善
く
且
つ
勞
働
及
び
節
約
の
風
あ
る 

諸
點
に
於
ぃ
.て
も
亦
同
鐵
で
は
あ
'る
.が
、
' 1

は
左
億
の
货
幣
.を
有
1>
、，
他
は
1
1億
五
千
萬
し
か
有
せ
.ぬ
、
二
國
を
想
像
し
や
う
。
.前
者 

の
國
民
.が
屈
用
さ
れ
、
:土
地
が
耕
作
さ
れ
而
1>
-
て
產
物
が
製
造
'さ
れ

る

に

反

し

て

ゝ

後

蕃

o
產
物
は
少
く
且
つ
其
の
一
部
は
外
國
に
於 

い
て
製
造
せ
ら
れ
；
が
爲
.に
運
び
去
ら
れ
.る
で
あ
ら
う
0」(

10
5
>彼
は
内
國
商
業
と
外
國
貿
易
と
を
區
別
し
*
後
苕
を
页
に
、
ハ
3
諸
商 

品
の
■..輸
出
入
、(

5
自
國
商
品
を
外
國
港
で
寶
り
、
.新
奇
商
.品
を
當
該
港
で
貿
.ひ
> 
之
を
別
國
に
寶
る
、0

ニ〕

農
產
物
及
び
製
造
品
を 

廉
價
國
ょ
り
廉
憤
時
に
輸
入
し
'
其
の
.高
價
國
へ
高
價
時
に
輸
出
す
、
' 

C

四
.

)

外
國
ょ
り
原
料
品
を
輸
入
し
、
製
造
品
と
し
て
輸
出
す
、 

及
び(

五
；}

船
舶
賃
貸
借
の
五
部
門
に
分
Q
も

？

彼

等

は

：皆

是
.國
內

珑

仔

の

貨■
總

觀

に

依#
ず

る

。.

(

10
6) 
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新
.マ
力
ン
ヲ
ノ
ス
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一
—

(
I

五
：E
5
.

「
內
國
商
業
は
貨
幣
に
.侬
存
す
る
0
多
淄
.の
«
幣
は
..少
額
の
；其
れ
よ
り
も
多
數
の
個
人
を
雇
用
し
軺
る
^
限
ら
れ
た
る
貨
%

颔

は

其 

れ
相
應
の
倔
人
を
し
か
勞
働
せ
し
め
得
ぬ
。
故
に
貨
幣
の
稀
少
な
國
々
に
於
い
て
閣
人
及
び
贫
民
を
屈
州
す
可
き
法
雜
を
作
れ
. ^
と

て

 

T

成
功
せ
ぬ
。」

S

然
る
に
>

.1

國
の
蒙
に
は
ノ
縱
令
其
れ
が
損
失
た
れ
ば
と
て
、
貧

凳

び

^

を
無
か
ら
し
む
る
こ
.

と
が
必
要
I

る
。「

例
へ
ば
.

、
K

百
人
を,

a

1 .

十
五
志
で
.

I

せ
し
め
、
而
し
て
彼
等
の
露
唐
物
が
賃
銀 

と
冬
公
て
あ
る
否
な
燃
に
十
五
志
に
し
か
値
せ
'

ぬ
と
し
て
も
、一 .

國
の
霞
は
其
れ
丈
：け
增
大
す
る
。
だ
が
彼
等
の
露
が
四
十
志 

に
介
す
る
と
蒸
す
る
は
至
當
な
る
が
故
に
、
一
國
の
價
値
に
は
#

大
の
.

增
加
が
.

あ
，るo

八
小
：
業

家

は

十

五

志

を

利

擎

る

o

K

lo
s

)

即
ち
I 

彼
に
依
れ
ば
、「

八_

豕
が
利
す
る
と
否
と
；を

問

は

ザ

、

.

蕃
の
增
加
.

は
.

國
富
を
增
し
、
貨
幣
の
增
加
に
應
じ
て
、
議
よ
り
贫
愛
び 

閑
人
の
數
を
減
じ
、
彼
等
に
、
よ

り

善
き
I

の
手
段
を
與
へ
以
て
諸
他
の
人
々
と
等
く
公
務
の
一
.

部
を
負
f

し
め
得
る
も
の
で
あ 

る
。」

C

10
9)

外
國
f

も
亦
貨
幣
に
依
#

す
る
。
其
の
最
初
S

H
、
即
ち
f

品
の
輸
出
入
の
場
合
を
觀
る
に
、「

貨
靈
々
多
け
れ
ず

. 

人
々
£*
々
多
く
/1
片
せ
ら
れ
る
が
故
に
,

輸
出
す
可
き
餘
剩
品
を
生
ず
る
で
あ
ら
ぅ
。…

.，若
し
、
逆
に
、
貨
胳
が
少
け

1
ず

、
f孕 

r

,

せ
ら
ォ
た
る
勞
儆
者
の|

部
は
失
.業
し
、•

若
し
く
は
よ
り
不
利
の
，倏
件
.

で
雇
用
せ
ら
れ
る
。一
生
產
物
及
‘び
製
造
品
は
減
じ
、

.

出rr

し 

く
は
慎
f

減
じ
、
從
つ
て
輸
出
が
減
じ
て
外
國
に
負
僙
ず
る
で
I

ぅ
。」

0
)

其
の
第
二
及
び
第
三
の
部
門
、
即
ち
所
謂「

廻
送」 

(Transport)

囊
も
亦
.

幕

：に
依
存
す
る
o
r蘇
格
繭
は
和
蘭
商
人
よ
I

安
i

f

得
る
諸
便
f

塵
上
に

¥

る
。
例
へ
ば

、

生 

^

f
仏

く

納
招
額
少
く
、
勞
儆
#

、
船
舶
及
び
諸
物
が
よ
り
安
く
得
ら
る〜

こ
と
之
で
あ
る
0
K
11
1)

然
る
に
、
蘇
8

(̂

は̂
1
1|
1

っ
商 

s

で
な
い
蓋
し「

愁
 1

H

は
貨
幣
が
よ
り
多
霞
学
る
が
故
に
、
借
金
が
よ
り
容
葛
で
あ
り
且
つ
利
子
が
.

よ
り
低
廉
な
る
が
放
で 

あ
る
：
：
故
に
蘇
格
|1

は
貨
幣
を
增
加
す
る
か
、
若
し
く
は
經
费
を
激
減
す
る
か
し
な
け
れ
ば
、
和
蘭
と
.同
様
な
廉
價
で
通
商
し
得
ぬ 

丨
和
蘭
は
、
憂
の
貨
幣
と
、
可
及
的
經
费
節
減
と
に
依
つ
て
、
廻
送
.

商
業
を
獨
ホ
し
て
居
る
の
で
l

:

:

/

v!
3

貨
幣
の
卿
誓
、

利
子
の
低
下
、
之
こ
そ
商
業
制
靱
の
要
訣
で
あ
る
。
觅
に
其
の
第
四
の
部
1
:、即
ち
外
國
ょ
り
原
料
を
輸
入
し
、加
エ
し
て
輸
出
す
る
場 

合
も
亦
貨
幣
に
依
#
す
る
。
彼
は
此
の
場
合
に
就
い
て
も
和
蘭
と
蘇
格
蘭
ぃ
と
を
比
較
す
る
。「

菩
々
'

(

蘇
格
蘭)

は
、羊
毛
の
輸
出
及
び
製 

造
品
の
.輸
入
禁
止
と
ー
衣
ふ
障
礙
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
. 

'
.

菩
が
羊
毛
.が
和
1'
に
輸
送
さ
れ
、
.而
し
て
製
造
ロ
£
と
し
.て
:{
]
ハ
處
ヵ
ら
^
入
さ
れ
る 

程
、
此
の
商
業
に
於
い
て
も
和
11
と
競
爭
す
る
ど
こ
ろ
で
は
な
い」

。(

11
3)

何
故
に
然
る
か
。「

蘇
将
蘭
の
原
料
品
が
五
萬
人
以
下
で
は
製 

造
さ
れ
得
な
い
'に
も
拘
ら
ず
"
製
造
に
使
用
し
得
る
貨
幣
は
僅
に
ニ
萬
丑
千
人
を
原
用
す
る
に
足
る
の
み
だ
と
す
れ
ば
、
原
料
品
の
一
' 

半
は
、
装
し
共
の
輸
出
が
許
さ
ル
ぬ
な
ら
ば
、
一
損
.耗
さ
，れ
る
で
あ
ら
ぅ
O
J
Q

)

最
後
に
船
舶
貴
貸
借
も
亦
貨
盤
に
依
#
す
る
。「

船
舶
を 

外
國
人
に
賃
貸
す
る
所
で
も
、
又
_
國
商
業
の
必
要
上
之
を
所
持
す
る
所
で
も
、
'凡
ゆ
る
種
類
の
船
舶
は
他
所
ょ
り
安
く
賃
貸
さ
れ
ね 

ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ば
商
入
は
其
の
精
込
む
商
品
に
相
應
し
'又
其
の
交
易
す
る
國
々
へ
行
く
船
を
凡
て
其
處
に
見
出
す
こ
と
は
確
か
で
あ 

る
。
此
の
船
舶
賃
貸
借
商
業
は
、
.他
べ

寶

る

可

き
！！II

的
を
有
す
る
、
外
國
商
品
を
和
蘭
に
澈
す
。」(

11
5)

蓋
し
和
蘭
の
船
賃
の
低
廉
な
る 

が
故
で
あ
り
、
此
の
做
廉
な
る
.船
賃
ば
亦
貨
幣
の
喪
富
な
る
に
依
る
も
の
で
あ
る
o (

11
6>
即
ち
一
國
商
業
は
、
內
國
商
業
た
る
と
、
外

.國
贸
易
た
る
と
を
問
は
ず
、
國
內
現
存
の
貨
幣
數
量
に
依
存
す
る
。
，

r
s
j
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、
 

ロ
ウ
を
以
て
觀
れ
ば
、

一
國
は
貨
幣
を
有
す
る
こ
と
愈
タ
多
け
れ
ば
、
愈
々
富
む
、
蓋
し1

國
の
貨
幣
の
毀
富
は
其
の
國
民
を
ょ
り 

完
全
に
屈
用
し
得
る
か
ら
で
.あ
る
。
だ
が
、
典
れ
は
貨
幣
が
不
變
の
購
買
カ
を
維
持
す
る
と
云
ふ
條
件
を
俊
つ
て
始
め
て
可
能
で
あ
る
0 

若
し
貨
幣
が
其
の
購
貿
力
を
失
べ
ば
、
.ょ
り
.多
く
0.
貨
幣
た
0
と
も
、
ょ
0
多
く
の
勞
働
者
を
雇
用
し
得
ぬ
。
購
賀
カ
無
き
貨
K
の
咐 

加
は
岸
に
名21

賃
銀
の
#
騰
'を
來
す
の
み
に
て
實
質
賢
銀
は
變
ら
な
い
。
併
し
、
ロ
ウ
と
し
て
は
、
貨
勝
の
数
量
增
加
が
共
の
相
對
的 

憤
敝
戗
下
を
伴
は
ぬ
所
以
を
確
證
せ
ね
ば
な
る
ま
い
0
:問
題
の
核
心
は
茲
に
在
る
0
彼
は
云
ふ
、
2

エ
ク
ウ
乃
至
.一
オ
ン
ス
の
銀
は
一 

世
紀
以
前
と
同
じ
價
値
を
荷
せ
ぬ
。
萬
物
の
價
値
は
變
る
、
而
し
て
銀
は
他
の
財
貨
ょ
b
も

.

著
し
く
變
つ
た
。
即
ち
印
度
發
見
以
來
共 

の
數
量
の
增
加
は
、
今
の
素
材
乃
至
銀
貨
十
オ
ン

ス
：
が

昔

の

.一
オ
ン
ス
に

も

値

せ

ぬ

，程

、

其
の

.價

値

を

減

じ

た。

」
(

11
7)

「

蒞

し

ー

國

の 

貨
幣
が
共
の
國
と
歐
洲
と
の
.割
合
以
上
.に
多
け
れ
ば
，
其
の
國
の
貨
幣
の
價
値
は
低
減
す
る
、
若
し
く
は
、
普
通
の
言
葉
で
异
へ
ぱ
、 

物
價
は
騰
貴
す
可
き
で
あ
る
.。
併
し
乍
ら
貨
幣
は
普
ぐ
乃
至
殆
ど
.一
樣
に
價
姐
を
失
ふ
.が
故
に
、
貨
幣
の
憤
値
が
減
じ
た
時
で
も
、
.共 

の
國
に
は
極
め
て
有
利
た
る
可
き
で
あ
る
。
蓋
し
其
の
國
は
ょ
り
多
量
め
.貨

幣

に

依

り

凡

ゆ

る

利

益

：を

得

可

く

、

而

し

.て

其

の

國

の

貨 

幣
と
歐
洲
の
.其
れ
と
の
割
合
に
應
じ
て
、

}
部
の
貨
幣
價
値
低
落
を
^-
る
、
に

過

ぎ

ざ

る
.べ
き
が
故
で
あ
石

0」(

1 1
8

,

)

即
ち
、：
一
國
に
於
け 

'る
貨
幣
の
數
證
增
加
は
諸
他
の
國
々
に
於
け
る
其
の
價
値
低
落
を
來
す
が
故
に
、：

ロ
ウ
は
、

ー：_
貨

幣

の#£
*

增

加

の

利

益

を

カ

說

す 

る
の
で
あ
み
。
然
ら
ば
、

一
國
貨
幣
の
數
量
增
加
は
：何
故
に
諸
他
の
國
々
の
貨
幣
の
.價
値
下
落
を
來
す
か
。
' 彼
は
之
を
說
明
ん
な
ぃ
。

だ
が
、I.

國
例
へ
ば
西
班
'牙
が
.其
の
貨
幣
を
增
加
し
た
と
假
定
す
れ
ば
、
西
班
牙
の
物
®
は
騰
貴
し
、
輸
入
の
增
大
、
正
貨
の
流
出
を 

來
す
で
'あ
ら
う
。
此
の
茁
貨
は
、
外
國
に
流
入
し
、
其
處
に
亦
貨
幣
の
價
値
低
落
を
來
さ
し
む
る
で
あ
ら
う
が
、
其
れ
は
其
の
正
貨
が 

其
の
國
に
流
入
さ
れ
て
後
の
こ
と
で
あ
ら
う
。
然
ら
：ば
、
西
班
牙
は
、

ロ
ゥ
の
所
說
に
，反
し
て
、
{元
全
に
貨
幣
の
價
値
下
落
を
蒙
る
。 

彼
は
此
の
問
題
を
如
何
’に
解
決
し
た
か
。
解
決
の
鍵
は
彼
の
價
値
論
に
在
る
。
彼
に
依
れ
ば
、「

貨
物
は
其
の
充
用
せ
ら
る
、
諸
用
途
か 

ら
太
な
る
價
値
を
得
る
。
，而
し
て
其
.の
憤
値
は
、
.其
の
：
用

途

の

貴

軍

若

し

く

，ば
必
要
の

.程
度
如
何
に
.依
っ
て
大
と
な
り
若
し
く
は
小
と 

な
る
に
非
ず
し
て
、
是
等
の
貨
物
に
對
す
.る
需
要
に
比
例
せ
る
其
の
數
量
の
#'
小
如
何
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
る
\
も
の
で
あ
る
。」(

11
9) 

「

金
銀
は
、
諸
他
の
，財
貨
と
等
く
、
：其
の
充
用
せ
ら
る
V
用
途
ょ
り
其
の
慎
値
を
得
る
。
金
銀
の
價
値
は
、其
の
數
贵
が
之
に
對
ず
る
需 

要
に
比
し
小
な
を
か
：若
し
く
は
大
な
る
か
に
從
0
て
、
高
下
す
る
。」

.
Q)

「

若
し：一

酿
^:
需

要

さ

れ

，る
奴
上
の
.貨

幣

が

與

へ

ら

れ

る

な 

ら
ば
、
貨
幣
は
價
値
を
減
ず
る
、
併
し
一
國
に
於
け
る
需
要
i
同
額
の
貨
幣
を
與
ふ
る
時
に
は
、
其
の
惯
値
は
低
減
し
な
い
で
あ
ら 

う

。
•

.

.
 

•然
る
，.に
商
工
業
.の
擴
大
に
伴
れ
て
、

.
$

に
對
ず
る
！|

要
は
愈
々
.墙
大
す
る
で
あ
ら
う
。」(

13
1)

茲
に
、
問
題
の
解
決
と
同
時 

に
彼Q

ィ
ン
フ
レ
t
シ
ン
政
策
の
論
據
が
與
へ
ら
れ
る
。

..
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然

ら

ば

貨

幣

增

加

：の

方

法

如

何

。
：
彼
は
一

K

ふ
、「

信
用
は
必
要
耳
っ
有
澈
で
あ
る
。
其
れ
は
恰
4
多

額

，の

貨

幣

が

增

加

さ

れ

た

と

等

き

新
マ
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效
果
及
び
利
益
を
商
業
に
澈
す
。」(

12
2)

而
し
て
彼
が
微
賞
す
名
信
用
.形
態
は
紙
幣
發
行
で
あ
：る
0
.何
故
か
0
流
通
速
度
及
び
現
存
正
貨 

を
增
加
ず
る
ニ
重
の
利
益
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
で「

紙
幣
に
依
る
支
拂
は
短
時
間
に
爲
さ
れ
る
が
故
に
、
同
一
額
が
同
一
日
に
^
也
の
人 

々
に
依
り
使
用
さ
れ
幾
|1
1
も
流
延
す
る
。
故
に
、
細
幣
高
が
JE
貨
高
の
假
に
三
倍
流
通
し
た
時
に
は
、
商
業
上
恰
も
三
倍
の
见
貨
が
存 

し
た
と
同
じ
蕻
と
な
る
。
さ
れ
ば
、
.英
蘭
銀
.行
の
信
用
、
即
ち
其
の
紙
幣
總
額
が
、
假
に
五
千
萬
に
達
す
と
す
れ
ば
、
此
の
五
千
萬
の 

紙
幣
は
恰
も
二
億
五
千
离
の
..
H
貨
が
#
し
た
.と
同
じ
效
果
を
商
業
に
澈
す
。
從
つ
て
同
銀
行
は
之
に
依
り
、
恰
も
正
貨
の
數
置
が
一
億 

增
加
さ
れ
た
と
同
じ
利
益
を
英
國
に
與
へ
.る
。」

(

12
3)

更
，に
、「

英
11
_
行
は
豸
_
の
商
^
ゑ
び
凡
ゆ
.る
方
面
に
諸
他
の
矹
^
を
も
與
へ 

る
.
、
' 蓋
し
同
鈒
行
は
紙
幣
と
等
額
の
正
貨
を
悉
く
金
庫
に
保
藏
せ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
同
銀
行
は
是
等
の
茁
貨
の
大
半
を
有
利
に
1
ぶ
す

る
。
.-
併
し
正
貨
に
對
す
る
需
要
が
紙
幣
に
對
す
る
需
耍
£•
.
}、
三
百
萬
趣
過
^.
ダ
場
合
が
屢
々
あ
る
か

’ら
、
同
銀
：行
は
信
用
維
持

の
爲
に
正
貨
を
保
藏
す
る
必
要
は
あ
る
0
が

正

貨

艽

千

萬

も

あ

れ

ば

：、

'
.紙

幣
1
億
の
.信

用

を

維

持

す
る
に
は
必
要
以
上
で
あ
る
。
^
に 

.之
に
依
り
波
午
萬
の
眞
實
增
加
：
：
が
得
ら
れ
る
。
/12
4〕

.否
な
更
^ :「

：正
貨
五
千
萬
ば
紙
幣
ー
億
の
信
用
を
維
持
す
る
が
、
此
の|

億 

は
又
疋
貨
三
億
と
同
じ
働
き
を
爲
す
が
故
に
、
同
銀
行
は
、
_其
の
信
用
ど
'信
用
の
得
し
む
る
迅
速
な
流
通
と
に
.依
つ
て
、
恰
も
貨
幣
數 

1量
が
ニ
億
.五
千
萬
增
加
さ
れ
た
と
同
じ
利
益
を
國
家
に
與
へ
る
。」(

12
5
>
彼
.は
、
斯
ぐ
て
豸
»
双
行
が
、
英
國
に
E

利
を

與

へ、
王
を
微 

税
請
負
人
.の
手
か
ら
解
放
せ
る
.を
屢
述
し
、(

12
6〕

兌
換
券
發
行
銀
行
設
立
の
利
益
.を
怫
蘭
西
の
爲
に
カ
說
し
た
。
逆
に
、

彼
は
、
㈣
員 

.
の
貨
幣
と
し
て
不
適
當
な
る
を
高
唱
す
る
。
彼
に
依
れ
ば
、
旣
述
.の
如

く

、

商

エ

業

の

擴

大

_と

共

に

貨

幣

に

對

す

る

需

要

は

愈

々

增

大 

す
る
、
此
の
增
大
す
る
需
要
と
等
額
の
貨
幣
の
數
量
增
加
は
其
の
價
値
抵
下
を
來
さ
ぬ
、
故
に
理
想
の
貨
幣
は
之
に
對
す
る
需
要
に
常 

に
應
じ
得
る
も
の
，で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、
此
の
點
ょ
り
觀
て
、銀
貨
は
貨
幣
と
し
て
適
當
で
な
い
。
rl
藍
し
其
の
數
觉
增
加
が 

需
要
通
り
に
行
は
れ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
J
S

)

誠
.に
、「

銀
の
數
量
が
需
耍
以
上
增
加
し
た
の
は
全
く
唯
一
'の
理
出
に
味
つ
て
'̂
ぁ
る
。

^

ち§1

班
が
人
が
鑛
山
ょ
り
採
掘
し
得
た
多
識
の
紙
を
歐
洲
に
激
し
た
事
之
で
ぁ
る
。」

12
8)

斯
く
て
*
の
量
が
之
.に
對

す

る

需

要

に

適

.應 

せ
ぬ
こ
と
は
、
銀
を
貨
幣
と
せ
る
國
民
の
經
濟
的
發
展
を
著
し
く
阻
害
し
た
。「

其
れ
は
國
民
を
恐
る
可
き
不
利
に
陷
れ
た
。
屢
々
、
否 

な
殆
ど
常
に
、
旣
に
彼
等
の
間
に
締
結
さ
れ
た
取
引
に
於
い
て
必
要
な
引
渡
の
證
8

る
べ
き
充
分
な
正
貨
が
無
い
。
故
に
彼
等
の
多 

く
は
：• 
•所
要
の
商
品
が
自
國
に
豐
富
な
る
に
拘
ら
ず
、
之
を
買
ひ
得
ぬ
。
J
C12
9)

加
之
、「

銀
貨
は
不
確
定
の
M'
値
を
し
か
有
し
な
い 

蓋
し
其
れ
は
莉
主
に
依
り
改
惡
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
：
：
一
ク
ゥ
ロ
ン
ヌ(

C

C

U

3

_

»

、
百
瓦
十
年
乃
至
ニ
百
年
前
§

タ
ゥ
ロ
ン 

ヌ
否
な
十
.五
片
が
含
有
せ
る
銀
を
も
最
早
や
含
荷
し
て
居
な
い
O
J
C13
0)

故
に
、
{J-
L
し
く
硬
貨
を
棄
て
、「

發
行
容
易
に
し
て

C
く
同

一
 

の
價
«-
を
有
じ
' 
徒
費
乃
至
經
费
を
要
せ
含
保
藏
f

れ
' 
千
"切
る
も
損
失
な〜

且
つ
表
徵
を
持
ち
得
る」

(

5

紙
幣
を
以
て
之 

に
代
ふ
可
き
で
あ
る
0「

紙
幣
は
其
の
價
値
に
於
い
て
如
何
な
る
變
化
を
も
受
け
ぬ
，、
'.蓋
じ
其
(0
'
;數
量
.と
需
要
と
は
兩
著
同
時
に
%
減
す

る
か
ら
で
あ
る
。」

C13
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,
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然
ら
ば
彼
の
激
賞
す
る
紙
幣
は
其
の
通
用
力
を
抑
々
何
處
か
ら
得
る
か
。
彼
は
先
づ
貨
幣
の
通
用
力
に
就
い
て1K

ふ
、「

本
問
題
を
取 

扱
へ
る
、
.へロ
ッ
：ク(

L
o
c
k
}

氏
及
び
諸
他
の
著
者
は
、「

人
々

の
.共

通

の

向

意

が

員

^
に
想
員
的
價
値
ハ
<5
巴
|

ぎ
が
0<
}
ぼ

ぱ

}
を
賦
與
し
た 

.
:
.

」

と1
K

ふ
。
"余
は
相
異
れ
る
國
民
が
■如
何
に
し
て
或
る
物
に
、：
就
中
之
に
侬
つ
て
諸
他
の
商
品
が
評
價
さ
れ
る
貨
幣
に
、想
像
的
惯 

値
を
與
へ
得
る
か
を
解
し
得
ぬ
。」

ハ13
3

)
 

S

の

貨

幣

た

る

所

以

は

其

れ

.が

或

る

價

値

を

有

す

る
.が
故
で
あ
るc「

銀
貨
は
金
屬
と
し
て
使 

用
さ
れ
る
場
合
忙
評
懷
さ
れ
る
割
合
で
交
換
さ
れ
：る
、
即
ち
銀
貨
は
交
換
に
際
し
其
の
價
値
に
應
じ
て
貨
幣
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
と
考 

へ
る
の
が
至
當
で
あ
る
0
K13
4〕

「

銀
は
員
^
と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
前
，
其
の
充
^
.さ

れ

た

用

途

に

依

り

或

る

^
値
を
贫
し
て
居
つ
た
。 

銀
は
素
材
と
し
で
存
し
た
る
時
の
割
合
で
貨
幣
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。
裁
し
銀
が
見
幣
と
しV

使
用
さ
れ
る
以
前
に
何
等
の
價
値
を
も 

■

有
せ
.ぬ
細
ら
ぱ
、
.其
れ
は
決
：し
て
貨
幣
と
し
て
使
诩
さ
れ
ぬ
0
何
等
^

g

を
も
#
せ
：_
物
を
ば
誰
が
其
の
財
產
の
價
値
と
し
て
收
受
一 

す
る
を
欲
す
る
か
。
:

:故
に
銀
は
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
る
以
前
、
：*
;
P俺
用
：さ
れ
た
用
途
に
依
り
或
る
價
値
を
有
し
、
而
し
て
素 

材
と
し
て
の
傻
修
の
割
合
，で
貨
幣
と
し
て
.承
認
さ
れ
た
。
貨
幣
と
し
て
.使
用
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
銀
は
其
の
價
値
を
增
加
し
た
。
併
し 

此

Co
.價
値
增
加
は
製
造
乃
至
鑄
造
が
ら
生
ぜ
.ぬ
、
蔻
し
素
材
と
し
て
の
銀
は
鑄
造
さ
れ
た
其
れ
と
も
價
値
を
等
ぅ
す
る
か
ら
で
あ
る
。」

S)

即
ち
、
彼
に
依
れ
ば
、货
幣
の
澉
用
カ
は
丼
の
：內
在
的
愤
値
に
依
る
。「
人
々
0.
共
通
な
同
意」

乃
至
一
片
の
公
權
ガ
に
依
る
も
の 

で
は
な
い
。「

貨
幣
は
公
權
カ
に
依
り
價
値
を
.得
：る
も
の
で
は
な
い
。
1
:
.貨
幣
に
價
値
を
與
へ
1る
も
の
：は
素
材
で
あ
る
。
-

1?
6
:}然
ら

ば
貴
金
屬
に
依
り
保
證
さ
れ
.ぬ
紙
幣
は
如
何
に
し
て
貨
幣
と
レ
て
の
.通
相
力
を
有
し
.得
る
か
。
答
べ
は
容
易
.で
あ
る
。
彼
は
茲
に
、
其 

の
價
値
を
絕
大
且
つ
不
動
と
認
む
る
.1

の

財

を

保

證

と

，す

る

。

土

.地
之
で
あ
る
。「

土
地
こ
そ
は
諸
他
の
商
品
ょ
り
遙
か
に
確
固
た
る 

價
値
を
有
す
る
、
‘藍
し
土
地
は
諸
他
の
商
品
の
如
く
ft
に
於
い
て
增
加
せ
ぬ
が
ら
で
あ
る
。」

(

13
7)

加
之
、「

或
る
商
品
の
種
々
な
使
用

は
禁
止
さ
れ
、
若
し
く
は
之
を
外
國
に
輸
出
す
る
爲
に
習
慣
上
廢
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
：る
。.

• 

• •銀
を
金
腐
と
し
て
鉢
及
び
其
の
他
の

,
 

*
 

.
 

.
 

.
 

•
 

>
 

'
 

•
 

,
 

•
-
,

用
途
.に
使
用
す
る
は
廢
せ
ら
れ
、
何
か
他
の
金
屬
、
即
ち
语
等
の
，用
途
に
ょ
り
適
し
得
ふ
或
る
合
成
物
が
使
用
^
れ
る
。」(

13
8)

此
の
際 

銀
ば「

便
用
さ
れ
ぬ
だ
け
典
の
價
値
の. 一

部
は
失
は
れ
る」

0(

13
9)

「

然
る
に
、
.土
地
は
使
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
得
ぬ
：0

^

如
.何
な

る

物

ど

，離

も

土

地

の

所

產

な

る

が

故

'に
V 
土
地
は
興
の
慣
値
を
保
持
す
可
；き
で
あ
^

•
:こ

(
§

)

否
な
土
地
に
對
す
る
需
要
は 

日
一
日
と
增
せ
ば
と
て
減
ず
る
こ
と
は
な
い
。
故
に
士
地
を
保
證
と
す
る
紙
幣
に
對
す
る
需
耍
も
亦
減
ず
る
こ
と
が
な
い
。
然
も
土
地 

を
保
證
と
す
る
紙
幣
は
常
に
其
の
.需
要
と
等
額
に
發
行
し
得
る
°
而
し
て
、
：

「

數
量
が
常
に
|

§敷
と
藥
き
故
に
、
貨
幣
は
其
の
惯
値
を
保 

持
し
、
五
十
年
後
と
離
も
、
若
し
商
品
が
其
の
數
置
乃
至
需
要
に
於
け
る
何
等
か
の
變
化
-に
依
り
價
値
を
變
ぜ
ぬ
限
り
、
今
日
と
同
货 

の
商
品
を
質
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
,(

14
1
>
斯
く
て
彼
は
土
地
を
保
證
と
す
る
紙
幣
發
行
を
以
て
財
猓
刻
下
の
救
濟
策
と
做
す
。
即
ち
所
.謂 

新
マ
ー
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
之
で
あ
る
0(

14
2)
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新

マ
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五
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49s..

Q

〕

デ
A

ボ
ア
は

ロ
ウ
の
硬
貨
排
斥
H

a

-U

て
、
彼
の
思
想
を
反
マ
.
r

カ
ン
チ
リ
ズ
ム(

A
n

r-m
e
r
c
a
n
t
i
l
i
s
m
e
)

と
做
す
。
汴
し
元
來
マ
1

&

•

ン
チ
リ
ズ
ム
は
惟
り
硬
貨
の
增
加
に
の
み
執
著
し
た
か
、
若
し
く
は
貨
幣
一
般
の
豐
富
を
要
望
し
た
か
。
デ
ュ
ボ
ア
説
の
採
西
は
比
の 

•

.

解
釋
如
何
に
懸
る
。
併
し
吾
々
は
、V

ン
ナ
ア
ル
と
共
に
、
彼Q

思
想
を
寧
ろ
、1
正
貨
主
義
マ
？
カ
ン
チ
リ
ズ
ム
の
擴
大
乃
至
變
形
し 

と
看
て
之
を「

新
マ
.
1

力
.

ン
チ
リ
ズ
ムj

と
做
す
を
適
.

當
と
.

考
へ^

-oC
R
e
l
K
S
o
o
n
n
a
r
d
,

 

o
p
.
,

 

d
t
,

 

p
.

 

p
.

 

2
4
5
-
2
4
6
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)
.

.然
ら
ぱ
紙
盤
所
持
者
は
土
地
の
偾
權
諸
な
る
か
。

口
ゥ
に
從
へ
ば
、
被
は
寧
ろ
貸
主
の
資
格
に
在
る
様
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
は
利
息 

を
婴
求
す
る
で
あ
ら
う
。
此
の
利
息
支
拂
の
爲
に
、銀
行
は
又
紙
幣
を
發
行
す
べ
き
で
あ
り
、斯
く
て
新
た
に
紙
幣
を
流
通
せ
し
む
る
と 

す
れ
‘

ば
.
；紙
幣
價
他
fi
-
M
々
下
落
し
な
い
で
あ
ら
う
か
。
之
を
防
ぐ
に
は
紙
幣
に
對
す
る
需
要
を
愈
，.々
喚
起
す
る
必
耍
が
あ
ら
う
。
彼 

が
怫
蘭
西
の
攝
政
オ
ル
レ
ア
ン
公
の
信
厚
き
顧
問
と
な
れ
る
時
、單
に
土
地
銀
行
設
立
に
の
み
甘
ん
ぜ
ず
、
印
度
會
社
0
興
隆
に
狂
奔

 ̂

る
极
因
は̂

に
往
る
。
即
ち
紙
勝
！§

給
の
不
斷
の
均
衡
雄
持
、
之
こ
そ
紙
#

イ
ン
フ
レ
1

シ
ョ
ーi

ス
ト̂

る
彼
の
唯
一
の
念
願
で
あ
つ 

た
。(

14
3〕

f]
f

し
彼
が
印
度
會
fj

を̂

め
、
共
の
他
紙
幣
に
對
す
る
需
要
を
喚
起
す
可
き
種
々
の
方
策
に
狂
奔
^

る
こ
と
は
、
即
ち
土
地 

に
對
す
る
需
要
が
H

增
に
强
烈
と
な
り
、
從
つ
て
土
地
を
保
證
と
す
る
紙
幣
に
勸
す
る
需
要
が
又
不
斷
に
增
大
す
る
と
宕
ふ
彼
の
持
論 

が
共
の
儘
に
適
用
さ
れ
得
ぬ
こ
と
を
，
示
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
艰
し
て
彼
は
後
に
至
^S、

貨
赂
通
用
カ
に
關
す
る
最
初
»
見 

解
を
完
佥
に
拋
棄
し
た
觀
が
あ
る
.0

日
く
、
通
貨
缺
乏
の
對
策
は
、「

：
：
君
主
が
國
象
及
び
商
業
の
必
要
に
應
じ
て
典
の
數
量
を
增
減 

す
る
乙
と
を
得
、
且
つ
就
中
何
等
の
内
在
的
偾
値
を
も
有
せ
ぬ
、

ー
片
の
引
镀
0<

證
券
を
人
々
に
與
ふ
る
こ
と
之
で
ぁ
る
0

之
こ
ぞ
余

が
菡
か
ん
と
欲
す
る
主
た
る
信
條
で
あ
る
。
金
銀
は
本
來
他
物
と
等
く
商
品
で
あ
る
。
其
の
货
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
た
部
分
は
常
に
此 

の
用
途
に
充
用
さ
れ
、
而
し
て
金
銀
細
工
商
が
金
銀
ル
ィ(Louis

〕

貨
を
買
つ
て
之
を
_

エ
す
る
こ
と
は常
に
禁
ぜ
ら
れ
た
。
..
..之
で 

は
恰
も
主
國
に
在
^
羊
毛
乃
至
絹
布
の
一
部
を
切
り
取
り
、
以
て
之
を
引
渡
の
證
券
た
ら
し
め
た
も
同
然
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
彼
等
を 

共
の
本
來
の
用
途
に
充
て
*
而
し
て
其
れ
自
體
で
は
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
物
質
を
引
渡
の
證
券
に
供
す
れ
ば
、
よ
り
融
通
が
利
く
で
は 

な
：い
か
。
然
も
此
の
種
の
物
質
を
證
券
に
充
用
す
る
•最
大
利
益
は
、
世
人
が
、流
通
と1K.

ふ
、
其
の
本
來
の
目
的
を
違
へ
ん
と
試
み
る
事 

嘗
て
無
き
に
往
るO

J
C
3
)

即
ち
彼
が
紙
幣
を
激
賞
す
る
所
以
で
あ
る
が
、
併
し
此
の
何
物
に
も
保
證
さ
れ
ぬ
舰
胳
は
何
處
か
ら
通
州
カ 

を
得
る
か
。
人
は
其
の
所
持
す
る
財
產
乃
至
與
へ
得
.る
勤
勞
と
交
換
に
何
故
に
斯
か
：る
紙
幣
を
收
受
す
る
か
。
P
ゥ
は
之
を
說
明
せ
ず
、 

茲

に

强

制

通

用

カ

を

赋

與

さ

れ

た

紙

幣

を

承

認

す

る

。

然

ら

ば

此

，の

.紙
幣
が
«
れ
た
貨
幣
で
：あ
る
と
公
言
す
る
の
は
彼
に
取
り
い
と
容 

易
で
あ
る
。
彼
は
之
を
以
て
問
題
を
解
決
し
得
た
と
考
へ
た
、
併
し
其
れ
は
決
し
て
解
決
さ
れ
て
居
ら
な
い
。
彼
の
所
言
は
、
貨
幣
通 

用
力
を
以
て「

人
々
の
共
通
な
同
意」

乃
至「

公
權
ヵ」.

に
依
り
得
ら
る
、
も
の
で

な

く

、

何

等

か

.
の
素
材

I

彼
の
場
合
は
土
地
—

に 

依
り
保
證
さ
れ
て
始
め
て
得
ら
る
V
も
の
と
做
せ
る
彼
の
最
初
の
，見
解
と
矛
盾
す
る
も
^
で
は
.な
か
ら
ぅ
か
。
而
し
て
、
.後
に
は
、
彼 

は
、「

寧
ろ
> 
貨
幣
に
通
用
カ
を
與
ふ
る
に
は
.

1

片
の
公
權
カ
で
足
る
と
做
：せ
る
觀
が
あ
る
が
、
彼
は
之
以
上
言
及
せ
ぬ
。
併
し
、
彼
が
.
 

佛

蘭

西

に.實
施
せ
る
計
蕺
は
國
家
信
用
を
保
證
と
せ
.る
紙
幣
發
行
で
あ
り
、

Q
V
事

實

、
.彼

は

之

に

依

つ

て

同

國

を

，

ば
一
セ
ー5
平
の 

戰
慄
す
可
き
破
滅
の
深
淵
忙
陷
れ
た
の
で
あ
る
。 

•

:

.?
«〕

'Dionnet, 

op., cit.'pp.-73-75.
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.
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.

.

ロ
ゥ
の
功
過
は
何
か
0
三
十
億
リ
ィ
ヴ
ル
に
含
遠
幣
發
.行
に
侬
り
、
物
慣
は
.十
割
以
上
の
騰
誉
來
し
た
。
怫
醫
は
囘
生
の
觀 

が
あ
0
た
0

^
し
其
れ
は
僅
か
に
三
箇
维
の
夢
に
過
ぎ
な
か
っ
た
0 

0

一
 

七
ニ
〇
年
彼
の
計
畫
の
金
潰

は

、获
に
、
佛
蘭
西
信
用
制 

，
度

謹

遲

滯

の

重

大

原

因

を

提

供

す

る

に

至

っ

た

。
爾

後

、
長

く

、
佛

蘭

M
國
民
は
、
紙
幣
否
な
廣
く
信
用
制
度
一
般
に
對
す
る
不
安
の 

念
を
；̂
ひ
得
な
か
っ
た
。(

14)

.：即
ち
.
ロ
ゥ
の
畫
策
の
失
敗
は
、
倫
敦
及
ガ
ア
^
ス
テ
ル
ダ
.ム
'に
於
け
る
が
如
き
、
大
銀
行
の
設
立
に
關 

す
る
凡
ゆ
る
計
f

廢
棄
さ
せ
た
。
霧

銀

行

の

：設
立
が
一
六
九
f

な
る
I

し
、怫
蘭
西
銀
行(

w

g

f令

ぼ

猶)

の
創
設
さ 

.れ
し

は

實

に

第

一

帝

政

時

代
(
:1

•八
，0

H
年)

：で

あ

っ

た

o
)

リ
.ョ>

 
銀
行
は
最
平
や
昔
县
謹
性
を
有
せ
|ざ
る
に
至
っ
たo

み)

典
の 

齧

な

る

商

I

動
化
も
拘
ら
ず
、
-マ

ル
.セ
ィ

ユ

に

は

：銀

行

な

く

、
き
,
.銀

行
S

營

む

商

社

が

、
，
些

少

の

I

I

て
、
艰

方

諸

潘 

(Levant)

と

の

洵

取

引

に

專

用

せ

.ら

れ

た

る

に

過

ぎ

な

か
っ
たp 

_

僅

か

に

巴

跫

於

ぃ.て
の

み

、嘗

て
一
：
七0

1
1牵
僅

々

ニ

十

一 

に
過
ぎf

し

銀

行

が

、
.
.
一
七
ニ
一

 
年
以
來
五
十
一
.に
增
加
し
た
と
雖
も
、
是
等
の
銀
行
は
、
概
し
て
、豪
商
及
び
殊
に
旣
述
の
黨
人
、

'M
,

負
人

、.收
窨

隽

讓

人

徽

收

長

官(
■

は
何
れ
眷
僚
_

議

者

.
4

 
ニ

肇

雙

®

け

る

奮

し

)

の

如

き

富

裕

I

儉
乃
至
金
融
業
者
に
依
っ
て
.營
ま
れ
た
附
屬
的
事
業
た
る
に
過
ぎ
ず
A

M
っ
其
の
_
的
は
、i

工
業
金
融
ょ
り
も
寧
ろ
國
茆
貸
附 

に
在
っ
た(

15)

而
し
て
一
セ
ー
一

[I
t
年
、
巴
组
株
式
取
引
，:»
の
教
立
，を
見
た
が
、
固
ょ
り
典
の
活
動
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
取
引
所
の 

其
れ
に
比
す
可
く
も
な
か
っ
た
0
@

然

も

.\
'
當
時
の
金
融
資
本
主
義
の
發
達
を
疋
確
螽
#
す
る
爲
に
は
、
か
論
、

E
ff
l
及
び
i

 

他
の
商
工
業
の
中
心
地
を
觀
る
の
み
で
は
充
分
で
な
い
。
然
ら
ば
；、H
流
都
市
の
狀
況
は
如
何
。
柳
か
誇
張
の
.觀
あ
る
も
、
ア
ン
リ

.

七
エ
は
■ブ
ス
.ナ
ア々

Q
v
e
s
-
F
r
.

 

B
e
s
n
a
r
d
)

の
：
言

を

引

用

し

て
^
ふ
、「
ア
ン
ジ
エ
，(

>
品
§〕

に
龙
い
'て
は
當
時「
|

七brv,!Lpr

ノ
 

人
々
は
.
.唯1

人

の

銀

行

家

を

も

、

又

一

人

：の
、

商

人

乃

至

：貴

族

.の
、.亩

萬

長
.者
を

も

知

ら

な

：か
っ
：
た

。

.最
高

額

の.持
參

金

と

雖

も±

萬
リ
イ
ヴ
ル
を
超
え
な
か
つ
た
。

一
萬
の
持
參
金
は
世
間
を
騷
が
せ
た
。
人
々
は
三
、
四
千
リ
イ
•ウ
ル
の
所
得
を
所
持
せ
る
場
合
に
は 

喜
ん
で
商
寶
ょ
り
隱
退
し
た
、
而
し
て
ロ
疋
等
の
金
額
は
當
時
、
第
三
階
級
を
通
じ
て
、
.哲
額
の
財
產
と
看
做
さ
れ
た
。」(

15
3)
と
。
此
の 

資
本
の
缺
如
、
退
藏
乃
至
其
の
國
茆
貸
附
等
が
、
商
業
資
本
の
澗
澤
な
遝
用
を
陴
止
し
、
佛
蘭
西
商
業
資
本
主
義
の
後
退
を
誘
致
し
た 

こ
と
は
明
白
で
あ
ら
ぅ
。
勿
論
、a

ウ
の
計
畫
が
、1

時
、
商
業
を
高
利
貸
附
業
の
手
か
ら
解
放
し
、
'.
之
に
W
生
の
概
を
與
へ
得
た
事 

は
事
實
で
あ
る
。
ガ
ス
ト
ン®

マ
ル
タ
ン
は
、
ロ
'ウ
の
螯
策
が
怫
蘭
西
商
業
活
動
.に
迤
大
な
る
刺
戟
b
ば
與
ベ
た
こ
と
を
カ
說
し
、
就 

中
之
を
ナ
ン
ト
に
就
い
て
詳
論
し
て
居
..る。
©)

而
し
て
、
事
實
、
佛
蘭
西
の
外
國
贸
易
額
.は
、

一
七
一
.六
平
ょ
り
一
セ
八
九
*
ま
.で 

•に
四
倍
も
增
加
し
た
。
C

5
叉
、
其
の
內
國
商
業
の
發
股
は
、
定
期
市
の
衰
頹(

巴
M
の
サ
ン
'
デ
エ
ル
マ
ン
及
び
レ
ン
ゝ
テ
イ
の
定
期 

市
を
始
め
、
リ
ヨ
ン
の
諸
定
期
市
の
衰
微
は
顯
蒂
で
あ
り
、
僅
か
に 

'ボ.オ
ゲ
イ
ル
及
'び
.其
.の
卿
の
地
方
的
记
期
市
の
繁
榮
の
み
を
見
得 

る
も
、
彼
等
は
興
の
.國
際
的
饨
質
を
失
つ
た)

に
代
は
れ
る
常
設
的
商
業
の
愈
々
著
大
な
る
隆
盛
に
依
つ
て
明
示
せ
ら
れ
る
。

15
6
3
と 

は
云
へ
、
其
れ
は
、
飽
く
迄
も
、
佛
蘭
西
だ
け
の
觀
察
に
塞
く
場
合
で
あ
り
、
之
を
他
國
と
比
較
す
れ
ば
、
怫
蘭
西
は
、
英
國
及
び
和 

蘭
に
次
ぎ
、
第
三
位
商
業
國
と
し
て
甘
P
ぜ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
0(

S

而
し
て
、
此
の
後
退
の
原
因
と
し
て
、
敍
上
の
如
く
、

ロ
ウ 

の
計
■
の
破
綻
に
栽
因
す
.る
、
信
用
制
度
發
達
遲
滞
に
依
る
、
商
業
資
本
の
潤
澤
な
運
用
の
，缺
如
を
舉
げ
得
る
こ
と

勿
論
で
あ
る
が
、 

他
方
、a

ウ
の
畫
策
以
後
、
佛
蘭
西
國
民
の
注
意
が
强
く
農
業
に
向
け
ら
れ
，た
こ
と
を
も
亦
看
過
し
得
ぬ
。

..LevasseurJ'op'.cit., p. 

346.
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.

a

ウ
の
計
靈
が
、
農
業
に
新
な
る
刺
戟
を
與
へ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
.0
ブ
ラ
ン
午
は
云
ふ
、「

ロ
ウ
の
畫
策
の
悲
慘
な
結
末
は
怫
蘭 

西
全
土
を
眞
の
痲
痺
狀
態
に
陷
れ
た
。
あ
れ
程
夥
し
き
財
富
が
急
速
に
現
れ
復
急
速
に
去
れ
る
を
睹
た
人
民
は
今
や
據
る
可
き
原
則
を 

知
ら
な
か
つ
た
。
或
る
者
は
コ
ル
べ
ー
ル
に
依
り
あ
れ
程
大
な
る
努
力
を
以
て
築
か
れ
た
工
業
の
廢
壞
を
痛
嘆
し
、
他
は
百
年
の
昔
に 

遡
っ
て「

饊
畝
と
牧
場
と
は
國
家
の
乳
房
な
り」

と
稱
せ
る
シ
ュ
リ
ィ
の
族
長
的
金
言
を
想
起
し
た
。
而
し
て
當
時
の
事
情
は
此
の
思
想 

の
復
活
に
頗
る
有
利
と
な
り
っ
\
あ
り
し
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ロ
ウ
の
計
畫
の
熱
鬧
せ
る
霧
間
氣
の
下
に
生
れ
た
凡
ゅ
る
エ
業
的
價
' 

値
'の
中
、
何
物
と
雖
も
破
滅
、滅
失
乃
至
破
産
の
狀
態
に
陷
ら
ざ
る
も
の
と
て
は
な
か
っ
た
0
然
る
に
獨
り
土
地
財
産
の
み
は
此
の
狂
嵐 

の
裡
に
も
滅
亡
せ
ず
。
否
な
其
れ
は
所
有
衮
の
竽
を
變
轉
せ
る
に
依
っ
て
、
.而
し
て
恐
ら
く
は
封
建
制
度
以
來
初
め
て
大
規
模
に
小
分 

さ
れ
た
る
に
依
っ
て
、
却
て
改
善
さ
れ
た
。
土
地
は
斯
く
て
遽
か
に
其
の
重
要
性
を
增
し
著
し
く
其
の
價
値
を
加
へ
而
し
て
投
機
の
幻

I

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

. 

ノ
 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
-

成
を
感
ぜ
る
人
々
.
.の
活
動
は
骢
て
土
地
の
耕
作
に
向
け
ら
れ
、
P

ゥ
の
■計
畫
の
•災
厄
に
對
す
る
補
償
を
^
處
に
'求
む
る
に
至
つ
た
。
誠 

に
各
人
は
株
式
取
⑴
所
の
醯
擾
及
び
興
奮
ょ
り
遞
れ
て
彼
の
葡
菊
樹
及
び
無
花
梁
樹
の
蔭
に
-憩
ひ
を
求
め
た
と
も
鄺
し
得
や
ぅ
。」
®) 

と
。 

.

き

，‘ Ad
o
l
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土
地
の
價
値
尊
重
の
念
は
强
く
佛
蘭
西
國
民
の
腦
裡
に
銘
刻
さ
れ
た
。
彼
等
は
土
地
に
放
資
し
た
。
就
中
、
投
機
と
商
業
と
に
依
つ 

て
富
め
る
ブ
ル
ジ
ョ
ヮ
並
び
に
旣
述
ぜ
る
一
團
の
.富
裕
な
る
官
僚
及
び
金
融
業
者
は
、
今
や
土
地
の
不
變
の
價
値
の
認
識
と
共
に
、
寧 

ろ
商
業
及
び
金
融
業
に
投
資
す
る
以
上
の
熱
心
を
以
て
土
地
に
投
資
し
、(

其
0
爲

に

商

業

及

，び

金
11
^(

高

羽

貸)

賓

オ

の

沿

滞

な

、.ゎ 

用
の
阻
害
さ
れ
た
の
，は
明
由
で
あ
ら
ぅ)

廣
大
な
領
地
を
購
入
し
、貴
族
と
婚
姻
.し
、
而
し
て
貴
族
の
地
位
を
獲
得
す
る
と
;1
1
:ハ
に
、聽
て 

舊
貴
族
的
生
活
を
眞
似
る
に
至
つ
た
？
即
ち
、
|

は
、
商
業
資
本
家
.乃
至
金
融
業
者
と
し
て
機
能
す
る
ょ
り
も
地
主
的
貴
族
た
る
の 

途
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
勿
論
、
既
に
、
第
十
.六
世
紀
以
來
否
な
第
十
四
佌
紀
に
も
斯
か
る
傾
向
を
見
得
る
。
S

)

だ
が
、
今
や
、
共 

Vょ
；1

_的
た
る
に
至
つ
た
。
茲
に
、
ゾ
ン
バ
ル
V
の
：云
ふ
如
く
、「

舊
貴
族
と
新
貨
幣
的
富
と
か
ら
：

•

.

ー
 

の
全
く
新
な
る
社
命
勝
が 

形
成」

r60
ノ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
吾

^
は
、
甚
等
の
新
貴
族
と
舊
贵
族
と
の
間
に
は
本
質
的
の
見
解
の
相
龜
が
#
す
る
こ 

と
を
見
落
し
て
は
な
ら
ぬ
6
新
貴
族
.は
、
舊
貴
族
を
眞
似
た
か
ら
.と
て
、
資
本
家
た
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
つ
た
。
即
ち
、
彼
等
は
、
其 

の
诉
有
也
を
遊
び
場
所
若
し
く
は
單
に
生
活
の
源
泉
と
做
す
め
み
を
以
て
甘
ん
'ぜ
ず
、
之
'ょ
り
出
来
る
限
り
多
大
の
羽
消
を
獲
^
す
る 

こ
と
に王

#
*

し
た

。
.

嘗

て
、
舊
貴
族
の
下
に
在
つ
て
は
、
土
.地
は
單
に
生
沾
の
源
泉
と
.し
ー
て
.要
求
せ
ら
れ
た
る
に
過
ぎ
ぬ
、

る
に 

今
や
、
新
貴
族
に
取
つ
て
は
ス
貴
族
的
生
活
が
如
何
に
越
惑
的
で
あ
ら
ぅ
と
も
、
何
等
の
餘
剩
價
値
を
も
生
ぜ
ぬ
資
本
を
以
て
货
ん
ず

新
マ
：-
力
ソ
チ
リ
ズ
ム 

一

六

三

(
一

五
五
五)



/鞍グ

新
了
カ
ン
チ
.リ
ズ
ム 

«

人 

.一

六

四

(

憂

六

〕
る
こ
.と
：は
出
來
な
.W

O緣

は

蓊

窗

則

_

資

本

主

霧

精

神

畜

れ

.て
存
し
得
ぬ
者
篇
る
0
斯
く
て
、；必
然
1C

、
資
本
主
義 

的
農
業
經
營
は
行
は
れ
ざ
る
.を
得
ず
。
-第
十
八
业
紀
後
半
に
.至
^
て
顯
著
、な

る

發

海

を

見

た

資

本

制

農

業

經

營

の

.遨
礎
は
截
に
築
か
、 

た
の
で
あ
り
、
而
じ
て
.此
の
.資
本
制
農
業
經
營
.の
.學
的
表
現
と
.そ
即
ち
.フ
ィ
ジ
オ
'ダj

フ
.ア
ト
.の
；重
：農
擧
_
に
外
.な
ら
歎
い
0「

彼
等
の
m 

農

政

綱

の

施

行

は

單

に

大

地

、
玉

を

利

ず

，
る

に

逾

#
ず
、
'

し̂
て
大
平
：の

農

村

往

得

る

所

は

«
翁
闲
の
梢
大
の
み
で
あ
.る
0
K61)

フ 

ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
.の
經
濟
學
說
及
ぴ
政
*
は
，、
.誠
に
破
產
狀
態
.に
陷
れ
る
.怫
蘭

西

玉

國

の

：下
^
,生
：れ

た新
地
、王
乃
至新
地
主
的
貴
族
の 

階

級

的

利

益

擁

護

の

必

要

か

ら

唱

道

せ

ら

れ

た

る

も

：

Q

で
あ
：る
。
故
^
、
當
然
ノ
問
題
は
、：
何
よ
り
も
先
づ
、
土
也
よ
り
K
太
り
餘
剩 

利
测
を
得
る
に
在
る
。
，

「

魷
生
産
物」

論
、
■穀

物

自

處

出

論

及

：
輩

：：

一...

税
論
等
々
.蜂
斯

く

て

、
必
然
に
、
彼
等
の
顏
學
說
及
び
政 

策
の
.栽
調
と
な
る
。
富
、貨
幣
、價
値
の
®
釋
及
び
殊
に
商H

不

胎

學

說

：

其
處
に
：亦

彼

等

の

：階

級

的

利

益

擁

護

の

極

端

な

表

現

が

看

取 

.

.せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。
而
し
て
、
土
地
財
產
の
確
保
維
持
並
'び
に
地
.主
及

び

：資

本

家

的

農

業

經

營

客

の

利

益

の

擁

證

增

進

に

必
要
な 

る
學
說
及
び
政
策
を
樹
立
せ
る
彼
等
は
、
M
に
、
..斯
か
る
資
本
家
的
社
會
制
度
：を
ば
普
遍
：
®
當
化
す

.る
必
要
よ
り
、
.之
を
以
て
、
神
者 

の
劊
造
に
依
る
、
不
可
.侵
に
し
て
萬
古
不
易
且
0
人

類

理

想

の

社

會

制

度

，な
：り

と

獨

斷

し

、

茲

に

、

夫
の

'有
名
な
る「

自
然
的
秩
序」

は 

强
調
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
®

.

.

:

<
3〕

s

s',Esquisse, 

etc: 

p
>*p123—124. 

Ibid, p. 
p. 201

丨202. 
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(

I
V W

e
m
e
r

 Sombart, 

Luxus u
nd :Kapital¥.us, 

1913. s
.
10.

@
 

Georges Weulersse, 

op. cit: 

p. 

434.

:

而
し
て
、
吾
々
.は
、
フ
ィ
ジ
オ
ク
ラ
ア
ト
と
共
に
、
近
代
資
本
家
的
經
濟
學
說
.の
黎
明
，に
接
す
る
の
で
あ
る
が
、
Q

V
唯
、
彼
等
の 

農

議

m
、
商
I

斥
の
生
張
は
、
雜
し
く
資
本
家
的
經
濟
學
說
た
る
ア
ダ
ム
，
ス
ミ
ス
の
經
濟
學
說
、中
に
は
發
見
さ
れ
得
な
い
と
こ 

ろ
の
も
の
で
あ
る
。
然
も
、
チ
ユ
ル
ゴ
オ

Q)

及
び
殊
に
グ
ウ
ル

t

§

に
依
り
商
工

不
胎
學
說
の
修

JH
、
並
び
に
f

わ
ゴ
オ
こ

依
り
經
濟
的
自
hl
l
主
義
.の
實
踐
的
努
力
を
見
た
と
雖
も
、
旣
に
、
英
國
に
於
い
て
ス
ミ
ス「

國
富
論」

が
發
刊
さ
れ
、
滔
々
と
し
て
工
業 

资
木
家
の
理
論
的
根
據
.た
ら
ん
と
し
つ
X
あ
つ
た
と
恰
も
同
じ
年
に
、
未
だ
尙
ほ
財
務
總
監
チ
ュ
ル
ゴ
ォ
の
ギ
ル
ド
特
權
廢
止
の
布
告 

は
失
敗
に
歸
し
、
茲
に「

流
血
の
革
命
ょ
り
或
は
此
の
國
を
救
ふ
を
得
可
か
り
し
最
後
の
防
寨
は
終
に
撤
廢
せ
ら
れ
、j 

(

16
5)

怫
蘭
西
非 

特
權
階
級
就
中
ブ
ル
ジ
■ョ
ヮ
が
封
建
の
覊
紳
を
切
斷
し
て
自
由
の
大
道
に
躍
進
す
る
に
は
、
之
ょ
り
二
十
年
の
後
、
更
に
大
革
命
の
洗 

禮
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
以
上
論
述
し
來
れ
る
f

西
初
期
資
本
主
義
發
達
遲
滯
に
加
ふ
る
に
、
此
の
大
政
治
的
事
變
、
楚
等 

が
相
俟
て
、
佛
蘭
西
産
業
革
命
の
後
退
を
來
せ
る
は
一K

ふ
迄
も
無
か
ち
ぅ
。
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高
橋
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郎
、
近
世
經
濟
學
說
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、
政
治
ラ
ィ
ブ
ラ
リ
ー
八
、
第
五
七
頁
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斬
マ
ン
ヵ
.ン
チ
リ
ズ
ム J.

の
題
下
に
、當
然
フ
ラ
ン
ソ
ア 

* メロ 
ン
，

(

F
i
o
o
i
s
. 

Mdorvwssai politique sur le commerce, 17310、. 

デ
ュ
ト 
オ(Dutov Reflexions .. 5> 01Eques 
1 les

chnances. et le'commerce, 1738

1/
及
び

.ッ
'オ
ル
ボ
■ン
ネ rTorbonnais,. £lem'ents 

duoommerce, J
754.. ELecherch 

这
.

et consî
rations. sur les finances, 1

75
8
0

等

.の

.經
濟
思
想
.及
び
改
策
も
亦
論
述
せ
ら
れ
ね
ば 

な
ら
..
ぬ
、o
.肿し
：
、
i ロン
.
.
は
ゾ
ロ
.ゥ
...
の
思
想
を
繼
ぐ
衮
で
あ
り
、
.デ
3'
ト
，ォ
及
：び
フ
オ
ル
ボ
ル
ネ
は
又
、
■メ
ロ
ン
の
系
統
を
迫
へ
る
溝 

_

な

る

が

：故

に

、
取
て

■口
ゥ
.に
依
つ
.て
、
是
等
ー
團
の
.新
マ
1
力
ン
：チ
リ
ト
の
經
濟

^

び̂
政
策
を
代
表
せ
し
め
た
次
第
で
あ
る
.0 

他
日

\,
'

1̂あ
ら

：ば

、
':
:ロ
：
々

以

外

の

邊

等

、
の
新
マ

.丨
ヵ

Zチ
々
ス
ト
の
經
濟
思
想
及
び
政
策
を
も
比
較
論
述
し
度
い
稹
力
で
あ
る
9_
' 

.

.
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マ
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新
プ
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ヵ
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六

六

C
1

五
.五
八〕

V

尙
又
、.筆
者
は
、
佛
蘭
西
資
木
主
義
成
立

.の
先
行
條
件
と
し
て
の
原
始
蓄
稹
に
就
い
て
述
.べ
た
0
勿
論
、
資
本
主
義
成
立
の
前
提
條 

件
と
し
て
は
、
資
本
の
集
積
とJ

C

に
、
更
に
、
多
數
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
存
在
を
必
要
と
す
る
。
本
稿
に
於
い
て
は
之
に
言
及
し
得
な 

か
_
Dた
。
之
茆
他
日
を
期
し
度
い
積
り
で
あ
る
。

_

1

九
三
三
.
•七
•一

五
稿
了~

I

社

會
學

關

係

邦
文

文
献
大.
要

加 蒙

表
田 レ

哲

A

社
會
學
關
係
邦
文
文
献
大
要
は
筆
藉
の
ノ
ー
ト
を
中
心
と
し
て
作
ら
れ 

ヒ
も
の
で
あ
つ
て
、
從
っ
て
道
滿
も
ま
た
多
々
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
筆
者 

自
身
s
も
よ
く
知
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
殊
に
社
會
學
の
腿
圍
の
限 

炬
に
っ
い
て
は
德
だ
し
く
若
し
む
と
こ
ろ
で
あ
づ
た
。
從
つ
て
、
社
窗
學 

關
係
文
献
と
い
ふ
や
ぅ
な
比
較
的
漠
膝
た
る
言
葉
を
用
ゐ
る
の
止
む
得
ざ 

る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

.

•こ
の
文
献
大
要
，に
記
さ
れ
た
も
の
は
、
何
等
か
の
意
味
に
お
い
て
、
社 

會
學
に
關
係
を
有
ず
る
文
献
で
あ
り
.、
そ
れ
が
政
治
學
的
文
献
ま
た
は
經 

濟
學
的
文
献
で
あ
っ
て
も
、
社
會
學
的
文
献
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ
る 

も
の
は
擧
げ
て
置
い
た
.。
か
、
る
鶴
準
に
よ
っ
た
の
で
、
筆
若
の
知
識
不 

运
に
よ
つ
て
'
擧
げ
ら
る
ベ

く
し
て
、
脱
漏
し
て
ゐ
る
も
の
も
多
い
か
と 

思
ふ
。
‘
'そ
れ
に
雜
誌
論
文
は
全
部

®
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら 

の
點
に
關
し
て
、
同
學
諸
賢
の
㈣
M
肋
に
よ
っ
て
他
日
こ
の
苹
表
が
完
成 

せ
ら
る
、
と
き
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま
だ
そ
の
第一

步
に
過 

ぎ
な
.い
も
の
で
あ
る
。

明
治
三
年

加
藤
弘
之
眞
政
大
意

.

ミ
ル
.
自
山
之
理
中
村
疋
缸
譯

社
分
^
叫
保
邦
.文
文
献
大
翦

明
治
四
年

ミ
_ル
，
r4
.由
之

理

4
衬
敬
宇
譯

明
治
五
年

/

V

ブ
ル
ン
チ
ユ
リ
國
法
汎
論
加
藤
弘
之
譯

明
治
六
年

ギ
ル
レ
.ツ
ト
.
共
和
政
治
.中
村

敬

宇
！！！

明

治

七

年

：

加
藤
弘
之
國
體
新
論

シ
モ
ン

.
•ヒ
ツ
セ
リ
ン
グ

.表
記
提
耦
.一名
政
表
學
論
津
田
眞
道
譯

明
治
八
年 

_

繭
澤
論
吉
交
明
論
之
槪
略
：

ミ
ル

.
_5a
經
濟
論
林
、
鈴
木
譯 

モン 
一！

N

ス
キ
ユ
ヴ
萬
法
精
理
何
禮
之
譯 

ビ
ー
デ
ル
マ
ソ
立
憲
政
體
起
立
史
加
藤
弘
之
譯 

ギ
ゾ
ー

：

西
洋
開
化
史
室

m
宠
美
譯 

ミル代議政體永峰秀樹譯

カ
ス
バ
ル
6
ホ
プ
キ
ン
ス
：.
萬
國
政
髖
論
三
册
筘
作
麟
祚
譯
雄

1

六

七
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